
日本地球化学会ニュース
No．１６２

２０００．８．８

主な記事
�学会記事
�２０００年度日本地球化学会年会の最終案内及びプログラム
�訃報：浜口 博 名誉会員

�「鳥居基金」助成実施報告
�評議員会，各委員会，研連議事録
�その他の研究助成，学会，シンポジウム等の各種情報
のお知らせ
�猿橋賞，沖縄賞，笹川科学研究助成，シンポジウム，講演会，
人事公募など

�書評（「レオロジーと地球科学」）
�編集後記

現在，日本地球化学会のホームページを学術情報センターのホームページ内の Academic

Society Home Villageで公開しております。URLアドレスは，

http : //wwwsoc.nacsis.ac.jp/gsj２/index.html

です（Yahoo! JAPANにも登録しております）。

ご覧の上，ご意見，ご要望をお寄せください。みなさまのご協力で，より魅力的でアップデー

トなものにしていきたいと思っています。
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２０００年度第４７回日本地球化学会年会

・地球化学会年会講演申し込みの皆様

講演受付に際してデータの一部が消去されてしまい

ました。皆様のご協力で修復を行ってまいりましたが

間違いが皆無とは言い切れないのが実状です。特に口

頭発表とポスター発表の間違い，講演題目の間違いが

心配されます。また，電子メールで講演申し込みを

行った方々の中に講演受付を行えていないものもある

ようです。プログラムをご覧になって間違いがありま

したら，至急，下記までお知らせ下さい。できる限り

のご便宜をおはかりいたします。特に，ポスターセッ

ションに学会当日でも掲示できるよう余裕を持たせて

おきます。ご利用下さい。この場をお借りいたしまし

て，講演申し込みを行っていただいた方々に深くお詫

び申し上げます。

なお，新しい情報をホームページ（http : //ksgeo.kj.

yamagata-u.ac . jp /~kazsan /gsj２０００/ gsj２０００-index .

html）に順次，掲載いたします。ご覧いただけると幸

いです。

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 柳澤文孝

Tel：０２３―６２８―４６４８（直通），Fax：０２３―６２８―４６６１

E−mail : yanagi@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会

後援・協力：財団法人山形コンベンションビューロー

会期：２０００年９月２５日�～９月２７日�
会場：山形大学教養教育棟２号館（A・B・C・D会場，

大会本部，休息室，ビジネス展示）および大学

会館３階大集会室（ポスターセッション）

（山形県山形市小白川町１―４―１２）

発表：

・一般講演

発表時間は質疑応答を含めて１５分です。

・ポスターセッション

大学会館３階大集会室で行います。ポスターパネル

の大きさは横１２０cm，縦１８０cmです。

第２日目のポスターは９月２６日�午前９時から掲示
して下さい。午後１時より午後２時までをポスター

セッションのコアタイムとします。なお，ポスターは

２時３０分までに撤去して下さい。

第３日目のポスターは９月２７日�午前９時から掲示
して下さい。１２時より午後１時までをポスターセッ

ションのコアタイムとします。なお，ポスターは１時

３０分までに撤去して下さい。

・課題講演

発表時間は質疑応答を含めて２０分です。なお，課題

講演�のみ質疑応答を含めて２５分です。
課題� 海洋と地球―海洋化学と地球環境研究の今

後（その２）

課題� 風送ダストの地球化学

課題� 日本列島における初期人類文化の年代とそ

の背景解明への理化学的アプローチ

課題� ２１世紀に渡す地球化学の課題

夜間小集会

日時：９月２５日� 午後６時～午後８時

場所：会場については当日掲示いたします。

主催：日本地球化学会将来計画委員会

話題：「地球化学・宇宙化学の発展を目指して」（話

題提供と情報交換，討論）

１．Goldschmidt Conference日本開催へ向け

て（松久幸敬）

２．科研費細目「地球化学」の審査をめぐって

（野津憲治）

３．地球化学関連の研究機関の統廃合の行方

（未定）

連絡先：野津憲治〈notsu@eqchem.s.u−tokyo.ac.jp〉

総会：９月２６日�午後２時３０分から午後４時まで C

会場で開催いたします。

学会賞授賞式並びに受賞講演会：９月２６日�午後４時
から５時３０分まで C会場で開催いたします。

懇親会：

日時：９月２６日� 午後６時より

場所：ホテルオーヌマ（山形大学より徒歩５分）

参加費：予約５，０００円，学生３，０００円，予約外６，０００円

参加申込方法：（予約正会員，要旨集予約，懇親会予約）

締切：９月１日	（必着）
参加費：（予約会員１，０００円，学生会員 無料，非会員

２，０００円，予約外会員２，０００円）
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要旨集：予約４，０００円（送料込），予約外５，０００円

懇親会：予約５，０００円，学生３，０００円，予約外６，０００円

１）ホームページ上からの受付

ホームページ（http : //tour.tokyu.com/chikyuka-

gaku/）の所定の書式に従って送信して下さい。

２）電子メールによる受付

下記の電子メールアドレスまで講演申込の書式を

ご請求下さい。電子メールで書式をお送りいたしま

す。必要事項を全て記入のうえ下記のメールアドレ

スまで送信してください。なお，誤送信等の責任は

負いかねますので送信には充分にご留意下さい。

E−mail : Yamagata２＠tokyu−tour.co.jp

３）郵送による受付

ホームページあるいは電子メールでお申し込みで

きない場合は，ニュース添付の要旨込み用紙または

そのコピーをご利用下さい。封筒には講演申込所在

中と朱書して下さい。なお，遅延，輸送中の紛失等

の責任は負いかねますので，送付方法には充分にご

留意下さい。

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 柳澤文孝

送金

参加費，要旨集代，懇親会費は９月１日	までに下
記宛にご送金下さい。領収書等は東急観光㈱山形支店

よりお送りいたします。

銀行口座：山形銀行山形駅前支店

普通口座 ０７９９７２６

加入者名：東急観光㈱山形支店

宿泊の予約

東急観光㈱山形支店がお世話いたします。本号

ニュースに添付の「２０００年度日本地球化学会 宿泊ご

案内」を参照のうえ，添付の申込書またはそのコピー

を用いて９月１日	までに下記の東急観光㈱山形支店
の相馬一または山口謙一までお申し込み下さい。

東急観光㈱山形支店 営業 相馬一または山口謙一

住所：〒９９０―００３９ 山形県山形市香澄町１―１１―２２

Tel：０２３―６４１―４１４１（代表），Fax：０２３―６４１―１０１９

年会連絡先

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 齋藤和男

Tel：０２３―６２８―４６４９（直通），Fax：０２３―６２８―４６６１

E−mail : kazsan@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

または

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 柳澤文孝

Tel：０２３―６２８―４６４８（直通），Fax：０２３―６２８―４６６１

E−mail : yanagi@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

講演申込・参加申込の電子メールアドレス

Yamagata２＠tokyu−tour.co.jp

講演申込・参加申込のホームページアドレス

http : //tour.tokyu.com/chikyukagaku/

日本地球化学会公開講演会

開催地：山形市中央公民館（アズ七日町）大会議室

開催日：平成１２年１０月２９日

講師：山形大学理学部教授 齋藤和男

演題：あなたも放射能を浴びている

講師：山形大学理学部助教授 伴雅雄

演題：火山の噴火―蔵王は大丈夫ですか

内容：近年の科学技術の発展と産業経済の拡大の結

果，人間活動は大規模化して地球環境に加速度

的な変貌をもたらし，人間の生活に大きな影響

を与えるようになってきている。しかし，地球

環境問題ついて総合的な理解のための情報が充

分に提供されているとは言い難いのが現状であ

る。本講演会では地球環境問題の現状と今後に

ついて平易にお話しする。

連絡先：

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 齋藤和男

Tel：０２３―６２８―４６４９（直通），Fax：０２３―６２８―４６６１

E−mail : kazsan@sci.kj.yamagata−u.ac.jp

または

〒９９０―８５６０ 山形県山形市小白川町１―４―１２

山形大学理学部地球環境学科 柳澤文孝

Tel：０２３―６２８―４６４８（直通），Fax：０２３―６２８―４６６１

E−mail : yanagi@sci.kj.yamagata−u.ac.jp
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２０００年度日本地球化学会年会プログラム

第１日目（９月２５日）

【A会場】

一般講演（温泉）

（９：３０～１０：４５） 座長：佐竹 洋

１A０１ 長島観測井で観測された温泉ガス組成の地震地

球化学的変化：H２/Ar比のスパイク状およびラ

ンプ関数状変化とその解釈（１名大院・２東大院

理附属地殻化学実験施設・３名大院人間情報学

研究科・４名大院理附属地震火山観測研究セン

ター）○森康則１・伊藤貴盛２・山下瑠佳２・永峰

康一郎３・川邊岩夫１・大井田徹４・藤井直之４

１A０２ 地殻歪観測用掘削井における地下ガスの組成変

動（１名大院理地球惑星・２東大院理地殻化学・
３名大理地震火山観測地域センター）○山下瑠

佳１・伊藤貴盛２・川邊岩夫１・山内常生３

１A０３ 硫酸溶液と岩石の反応における酸性変質過程

（鹿児島大理）○藤田俊一・坂元隼雄・冨安卓

滋・穴澤活郎

１A０４ 香草源泉の成分変動と草津白根山の火山活動

（上智大理工）○木川田喜一・小金井桂・大井

隆夫

１A０５ 北陸地方のグリーンタフ地域における温泉ガス

の組成と同位体比（１東工大火山流体研究セン

ター・２富大理・３東大理）○大和田道子１・佐竹

洋２・長尾敬介３

一般講演（熱水）

（１０：４５～１２：００） 座長：渋江靖弘

１A０６ 秋田県澄川地域における地すべり前後の地熱活

動の比較（１秋田県衛生科学研究所・２秋田大工

資）○武藤倫子１・松葉谷治２

１A０７ 熱水溶液の修正 Rackett式（兵庫教育大自然）

○渋江靖弘

１A０８ 地熱水中のヒ素及びアンチモと前濃縮法（鹿大

理）○坂元隼雄・須佐康代・富安卓滋・穴澤活

郎

１A０９ 秋田県銭川地すべり地内の２種類の酸性熱水と

岩石の反応（秋田大工資）○松葉谷治・小林勝

人・川原谷浩

１A１０ 大西洋中央海嶺，Rainbow siteにおける海底

熱水活動の地球化学的研究（１琉球大理工・２琉

球大理・３京大原子炉・４広大理・５JAMSTEC・

６サウザンプトン大）○知念正和１・大森保２・高

田實彌３・李受映４・藤岡換太郎５・D. Green６

一般講演（有機物）

（１３：００～１４：１５） 座長：村江達士

１A１１ 粘土触媒を用いたホルモース反応とその化学進

化的考察（筑波大化学）○山下敦士・三田肇・

下山晃

１A１２ 粘土存在下での尿素を用いたオリゴマー生成と

その化学進化的考察（筑波大化学）○寺崎正

紀・下山晃

１A１３ 新庄新第三系堆積岩中におけるカルバゾール類

の深度分布とその考察（筑波大化学）○仁平雅

子・三田肇・下山晃

１A１４ 新庄新第三系堆積岩に存在するフェノール類の

検出と考察（筑波大化学）○堀久仁子・三田

肇・下山晃

１A１５ 新庄新第三系堆積岩中のシクロアルカン異性体

比と続成変化との関係（筑波大化学）○薮田ひ

かる・下山晃

一般講演（有機物）

（１４：１５～１５：４５） 座長：猪狩俊一郎

１A１６ 川流布 K/T境界堆積岩中のマレイン酸および

マレイミドの特徴（筑波大化学）○小園正樹・

下山晃

１A１７ 川流布 K/T境界堆積岩中におけるヒドロキシ

酸の検出（筑波大化学）○山村香織・三田肇・

下山晃

１A１８ 川流布 K/T境界堆積岩中のチオフェン類の分

布とその酸化還元条件による濃度変化（筑波大

化学）○勝又英之・下山晃

１A１９ フィトールの加熱実験で生成する分岐炭化水素

と堆積岩中に存在する分岐炭化水素との比較

（筑波大化学）○緒方いずみ・三田肇・下山晃

１A２０ 秋吉石灰岩中の有機物組成から見たその堆積環

境（１名大院理地球惑星・２九大院理地球惑星）

○木村理恵１・三村耕一１・井川敏恵２

１A２１ 北―西太平洋海洋堆積物中のノルマルパラフィ

ンの CPI値変化に対する考察（１名大院理地球

惑星・２地調）○倉田有里子１・山本綱志１・三村

耕一１・西村昭２
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一般講演（有機物）

（１５：４５～１７：１５） 座長：三村耕一

１A２２ 初期代謝解明を目的としたモデル細胞膜中のア

ミノ酸透過の温度・pH依存性の検討（九大院

理）○河野徹士・村江達士

１A２３ サーモプラズマ属古細菌の全脂質の組成に対す

る培養時の炭酸ガス濃度の影響（九大院理）〇

高松雄一朗・北島富美雄・村江達士

１A２４ 好熱好酸性古細菌および好塩性古細菌の脂質イ

ソプレノイドの生合成とリジン代謝（九大院

理）○遠藤賢志・山内敬明・村江達士

１A２５ リグニンの模擬腐植化過程における褐色腐朽菌

Laetiporus sulphueusの役割（九大院理）○

藤加珠子・北島富美雄・村江達士

１A２６ 尾瀬ケ原から採集されたモウセンゴケの窒素お

よび炭素同位体比（東京農工大院農）○大澤紘

一朗

１A２７ リグニンフェノールと炭素・窒素同位体比によ

る汽水湖（厚岸湖・網走湖）における有機物の

輸送と堆積過程の検討（北大院地球環境）○中

島陽司・南川雅男

【B会場】

一般講演（岩石・地殻）

（９：３０～１０：４５） 座長：福岡孝昭

１B０１ 中国西部亜大陸マントル中の白金族元素存在度

（１都立大院理・２上海原子核研究所）○李暁

林１，２・海老原充２

１B０２ 放射線照射下における岩石風化と希土類元素存

在度パターン（名大院理）○柴田信之介・田中

剛

１B０３ 本邦先新生代石灰岩の希土類元素存在度パター

ン（名大院理）○川邊岩夫・田中万也

１B０４ カルサイト―水溶液間における希土類元素の分

配実験（名大院理）田中万也・○川邊岩夫

１B０５ Rb−Sr同位体系による美濃帯鵜沼地域黒色頁

岩の放射年代及びその起源（名大院理地球惑

星）○高間智宏・浅原良浩・田中剛

一般講演（岩石・地殻）

（１０：４５～１２：００） 座長：柳 哮

１B０６ 九州北部に産するマントルペリドタイト捕獲岩

の白金族元素含有量と Os同位体組成（名大院

理地球惑星）○仙田量子・田中剛

１B０７ レーザーアブレーション誘導結合プラズマ分析

装置を用いたジルコン結晶の微量成分および

U−Pb年代の迅速分析（１東大地震研・２東工

大・３東大理）○折橋裕二１・平田岳史２・谷健一

郎３

１B０８ MC−ICPMSによる火山岩試料のトリウム同位

体比の測定（東大地震研）○福田聡・中井俊一

１B０９ 高圧鉱物に含まれる流体の塩濃度と残留圧力の

同時決定の試み（東大院理地殻化学）○鍵裕之

１B１０ チャートの地球化学的特徴の地質学的意義（１広

大院理・２核燃料サイクル開発機構・３国立科

博・４名大院理）◯清水洋１・國丸貴紀２・米田成

一３・足立守４

一般講演（岩石・地殻）

（１３：００～１４：３０） 座長：蟹沢聡史

１B１１ 前弧域におけるヨウ素の再循環について：ヨウ

素―１２９を用いた鹹水の年代測定の結果から（１放

医研・２Rochester大）○村松康行１・吉田聡１・

U. Fehn２

１B１２ 岩石中の Ce（Ⅲ）/Ce（Ⅳ）比の定量―Ce異常と

の比較から得られる地球化学的知見―（１広大

院理・２東大院理・３核燃料サイクル開発機構・
４地調・５高エ研 PF）○高橋嘉夫１・清水洋１・鍵

裕之２・吉田英一３・臼井朗４・野村昌治５

１B１３ Ceと Feの存在状態からみたチャートの堆

積・続成過程に関する研究（１広大院理・２広大

RI・３高エ研 PF）○長塩絵理１・高橋嘉夫１・清

水洋１・中島覚２・野村昌治３

１B１４ 日本海溝堆積物と岩手火山玄武岩中のホウ素含

有量の比較：沈み込んだ堆積物起源の流体相の

量の見積もり（１立正大地球・２富士常葉大環境

防災・３秋田大工学資源）○福岡孝昭１・佐野貴

司２・長谷中利昭３・島岡晶子１

１B１５ 塩化コバルト結晶水和物における水素同位体分

別（学習院大理）○垣内正久・山崎誠

１B１６ 火成活動と下部地殻の更新（九大理）○柳哮・

一色弘充・前田俊一

１B１７ 炭酸カルシウム中に取り込まれる微量希土類元

素の X線吸収微細構造（XAFS）（１東京農工大

院連合農・２東大院理地殻化学・３東京農工大

農・４広大院理・５高エネルギー加速器研）○津

野宏１・鍵裕之２・赤木右３・高橋嘉夫４・野村昌

治５
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一般講演（岩石・地殻）

（１４：３０～１６：３０） 座長：村松康行

１B１８ Concomitant occurrence of primordial and re-

cycled noble gases in the Earth’s lithospheric

mantle（阪大院理宇宙地球）○松本拓也・Yue-

long Chen・松田准一

１B１９ 岩石流体反応における炭素・酸素の異なる動き

（１静岡大理・２新潟大院）○和田秀樹１・M.

Sarich−Kumar１・鈴木将之２

１B２０ 四国東赤石山肉淵岩体の Os同位体比と化学組

成（名大院理）○加地拓哉・田中剛

１B２１ 高温状態の島弧における，沈み込んだ堆積物の

挙動（京大院理地球熱学）○下田玄・巽好幸

１B２２ 屋内で成長した鍾乳石（ストロー）中の化学成

分について（１琉球大理学部・２琉球大機器分析

センター）○小澤奈央１・平良初男１・棚原朗２

１B２３ 瀬戸内玄武岩，高マグネシウム安山岩のオスミ

ウム同位体とスラブ溶融（京大院地熱研）○鈴

木勝彦・巽好幸

１B２４ シリコン結晶の SIMS精密同位体比分析（地

調）○森下祐一・佐藤久夫・木多紀子・富樫茂

子

１B２５ メリライト中の陽イオンの拡散―端成分間の相

互拡散（１学習院大理・２東大 RIセンター・３原

研むつ）○長沢宏１・森岡正名２・鈴木崇史１，３

【C会場】

一般講演（火山）

（９：３０～１１：１５） 座長：田中久雄

１C０１ 火山灰の化学的風化による元素の挙動と流動―

反応モデルによる解釈（慶應大理工）○鹿園直

建・瀧野昌嗣

１C０２ 南九州北薩地域の火山岩類の地球化学的研究

（１秋田大工学資源・２福岡大理・３ルーマニア地

調・４青森県環境科学技術研）○浅川敬公１・北

逸郎１・山元正継１・田口幸洋２・Seghedi, I.３・長

谷川英尚４

１C０３ ロイヒ・キラウエア火山の希ガス同位体比とそ

の地球科学的意味（東大地震研）○兼岡一郎・

山本順司・三浦弥生

１C０４ CO２の拡散放出からみた硫黄島（東京都）の火

山活動に関する研究（１防衛大地球科・２東大理

地殻化学）○杉山公敏１・細江守一１・上村暁

寛１・野津憲治２・Pedoro. A. Hernandez２・下池

洋一２

１C０５ CO２に富んだ低温の火山ガスについて（東工大

火山流体研究センター）○大場武・平林順一・

野上健治

１C０６ 北西九州に産する新生代アルカリ玄武岩の希ガ

ス同位体組成（東大院理地殻化学）○角野浩

史・長尾敬介・野津憲治

１C０７ カメルーンのニオス湖・マヌーン湖における湖

水溶存希ガスの同位体組成（１東大地殻化学・
２岡大固体地球研究センター・３米国地調・４カメ

ルーン鉱物地質研・５米国ミシガン大）○長尾

敬介１・日下部実２・William Evans３・Gregory

Tanyileke４・Festus T. Aka４・George Kling５

課題講演�（風送ダストの地球化学）
（１３：００～１７：００）

コンビーナー：金井 豊・上岡 晃・柳澤文孝

１C０８「Mineral Aerosol Climatology―風送ダスト」

（気象研）三上正男

１C０９ 中国の乾燥・半乾燥地域に分布する風成堆積物

の地球化学的特徴（１理研・２広大院理・３山大院

理）○本多将俊１・矢吹貞代１・清水洋２・金山晋

司１，３

１C１０ ストロンチウムは，風送ダストのトレーサーと

なりうるか？―風送ダスト発生域におけるスト

ロンチウム同位体組成について―（１理研・２山

大院理工学・３熊大院自然科学）○矢吹貞代１・

本多将俊１・金山晋司１，２・常青３

１C１１ 日本国内で採取されたエアロゾルの Sr同位体

比測定例―大陸起源砂漠物質の寄与（１山大院

理・２理研）○金山晋司１，２・矢吹貞代２・柳沢文

孝１・本多将俊２

１C１２ エアロゾルと砂漠砂に含まれる硫酸イオンの硫

黄同位体比（１山大理・２鶴岡工専・３三菱マテリ

アル総研）○本山玲美１・柳澤文孝１・小谷卓２・

川端明子３・上田晃３

１C１３ 土壌中の細粒石英の酸素同位体比と砂漠起源風

成塵―東アジアの例（地調）○松久幸敬

１C１４ 中国砂漠土・黄土のリーチング実験と地球化学

的特徴：日本の土壌への寄与についての考察

（１筑波大地球科・２国立環境研・３中日友好環境

保護センター）○横尾頼子１・中野孝教２・西川

雅高２・全浩３
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【D会場】

一般講演（鉱床）

（９：３０～１１：３０） 座長：垣内正久

１D０１ H３
＋と２原子水素化物間の水素同位体交換平衡

における異常質量効果（東工大原子炉工学研）

○小高正敬

１D０２ 熱水鉱床における熱水―岩石間の反応メカニズ

ム（慶応大理工応用化学）○高橋裕之・鹿園直

建

１D０３ マグマに対する硫黄溶解度：とくに珪酸塩ガラ

ス組成と硫黄含有量相関について（１東北大院

理・２東北大東北アジア研究センター）○辻村

知之１・北風嵐２・後藤章夫２・谷口宏充２・秋月瑞

彦１

１D０４ レニウム・オスミウム法による黒鉱鉱床の研究

（神戸大発達科学）○寺門靖高

１D０５ 菱刈浅熱水性金鉱床周辺の火山岩の Sr，Nd，

Pb同位体的特徴（１筑波大地球・２金属鉱業事）

○細野高啓１・中野孝教１・村上浩康２

１D２４ 芦別炭鉱と太平洋炭鉱の石炭中希土類元素の地

球化学：起源植物の推定と元素移動の追跡（１理

研・２東京農工大農・３地調）○付鳳富１・矢吹貞

代１・赤木右２・岩木正哉１・鈴木裕一郎１

１D２５ 水酸鉄（Ⅲ）による金（Ⅲ）イオンの捕捉および

還元挙動（１九大工・２九大理）○内田明子１・横

山拓史２・木村慶信２・渡邊公一郎１・井澤英二１

１D２６ 菱刈鉱床における熱水―岩石間の反応メカニズ

ム―帯磁率と硫黄同位体比（１慶応大理工・２学

芸大教育・３東大理）○高橋裕之１・鹿園直建１・

中田正隆２・今井亮３

一般講演（海洋）

（１３：００～１４：３０） 座長：加藤喜久雄

１D０６ 閉鎖系におけるサンゴ礁生物の有機炭素および

無機炭素の生産（東北大院理地）○奴賀義隆

１D０７ サンゴ骨格形成時のMg，Na，SO４２－の類似挙動

（１名大大気水圏・２名工大）○三ツ口丈裕１・内

田哲男２・松本英二１

１D０８ フナフチ環礁の年代測定：海面変動にともなう

サンゴ礁の形成（１琉球大理・２名大大気水圏）

○大出茂１・増澤敏行２

１D０９ 海水中の銀の鉛直分布とその地球化学的支配要

因に関する研究（東大海洋研）○張燕・天川裕

史・野崎義行

１D１０ Dissolved indium and rare earth elements in

three Japanese rivers and Tokyo Bay : Evi-

dence for anthropogenic Gd and In.（東大海

洋研）○野崎義行・D. Lerche, D. S. Alibo

１D１１ 黄海・東シナ海表層堆積物中の脂肪族アルカ

ン，アルカノールの安定炭素同位体組成（都立

大院理）○鴨志田公洋・駒津美都紀・奈良岡

浩・石渡良志

一般講演（海洋）

（１４：３０～１５：４５） 座長：野崎義行

１D１２ 定点 KNOTにおける海水中二酸化炭素濃度の

時系列変化（１資環研・２JST・３環境研・４北大）

○鶴島修夫１・今井圭理２・野尻幸宏３・渡辺修一４

１D１３ 海洋における Ba−Si/Nダイヤグラムについて

（１東海大海洋・２海科技センター・３資環研）○

加藤義久１・鎌田稔１・斉藤千鶴２・渡辺豊３

１D１４ 北太平洋の炭酸系（北大院地球環境）◯角皆静

男・脇田昌英・渡辺修一

１D１５ コブハマサンゴを用いた閉鎖系水槽内での生物

生産量の変化（東北大院理）○阿蘇敏文

１D１６ 蛍光増白剤を指標とした陸起源物質の沿岸域へ

の輸送過程の解明（東農工大農）○真名垣聡・

高田秀重

一般講演（海洋）

（１５：４５～１７：３０） 座長：加藤義久

１D１７ 相模湾における沈降粒子無機元素輸送の季節変

動（１名大大気水圏・２北大低温研・３静大理・４京

大原子炉実験所）○増澤敏行１・李鉄１・中塚

武２・北里洋３・高田實彌４

１D１８ 北太平洋溶存 N２Oのアイソトポマー鉛直分布

（１東工大院総理工・２科学技術振興事業団・３北

大院理・４資源環境技術総合研・５国環研）○三

輪達也１・豊田栄１，２・角皆潤２，３・吉田尚弘１，２・鶴

島修夫４・野尻幸宏２，５

１D１９ 海洋における一酸化炭素の炭素及び酸素安定同

位体組成（１東工大院総理工・２北大院理・３科学

技術振興事業団）○中川書子１，３・角皆潤２，３・蒲

生俊敬２・蜂須洋輔１・吉田尚弘１，３

１D２０ 北部北太平洋における表層海水中の N２/O２/Ar

（北大院地球環境）○中山典子・渡邊修一・角

皆静男（講演中止）

１D２１ 閉鎖系結晶生成実験から推定された炭酸カルシ
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ウム表面へのランタンの分配定数（１東京農工

大院連合農学・２東大院理地殻化学）○赤木

右１・津野宏１・鍵裕之２

１D２２ 二酸化マンガンによる Ce（Ⅲ）の酸化的取り込

み機構の解明と希土類元素分配係数に見られる

テトラド効果の検討（１東大海洋研・２名大院

理）○太田充恒１・川邊岩夫２

１D２３ 北西太平洋定点 KNOTにおける溶存メタンの

時系列同位体鉛直分布（１東工大院総理工・２北

大院理・３科学技術振興事業団・４資源環境技術

総合研・５国立環境研）○山崎光浩１・角皆潤２，３・

吉田尚弘１，３・鶴島修夫４・野尻幸宏３，５

会場未定

（１８：００～２０：００） 夜間小集会

第２日目（９月２６日）

【A会場】

一般講演（環境問題）

（９：００～１０：３０） 座長：北 逸郎

２A０１ 炭素循環モデルによる，新世代気候変動の検討

（慶應大理工）○柏木洋彦・鹿園直建・田近英

一

２A０２ 第三世代の NOAA・NDVIデータを用いた植生

による炭素固定量の年々変動（名大大気水圏

研）○加藤喜久雄・陳忠明

２A０３ 植生による炭素固定量の年々変動と大気 CO２の

濃度とδ１３Cの変動との関連（名大大気水圏

研）○小牧香織・陳忠明・陳中笑・加藤喜久雄

２A０４ ステロール類を指標とした熱帯アジア地域の屎

尿汚染モニタリング（１東農工大農・２マレーシ

アプトラ大環境科学科）○大野慶１・高田秀

重１・多羅尾光徳１・Mohamad Pauzi Zakaria２

２A０５ 下水汚染のMolecular markerアルキルベンゼ

ンの東南アジア水域への応用（１東京農工大農

学・２マレーシアプトラ大環境科学科）大野

慶１・堤史薫１・山口友加１・Mohamad Pauzi

Zakaria２・○高田秀重

２A０６ 窒素同位体比を考慮に入れた N２Oの地球化学

的循環モデルの構築（１三菱総研・２東工大院総

合理工）○徂徠正夫１・石川正道１・吉田尚弘２

一般講演（環境問題）

（１０：３０～１２：００） 座長：高田秀重

２A０７ 二重収束型 ICP−MSを用いた土壌・植物中の

U・Puの濃度と同位体比の測定（放医研）○

吉田聡・村松康行

２A０８ 都市河川底質中の金属元素の化学状態に関する

研究（１東大院総合文化・２地調）○田中佑人１・

松尾基之１・金井豊２

２A０９ 土砂流入による河川・海水系の化学的変化と生

物への影響（琉球大理）○渡久山章・与那城麻

里子・Said Vuai Ali

２A１０ 希土類元素組成からみた多摩川の物質収支（１東

京農工大院農・２東京農工大連合農・３理研）○

藤枝仁１・赤木右２・矢吹貞代３・小倉紀雄２・付鳳

富３

２A１１ ギリシャアテネの中性雨の地球化学的研究（１秋

田大工学資源・２アテネ大理）○北逸郎１・佐藤

孝行１・加瀬嘉則１・パナギオテイスミトロポー

ロス２

２A１２１９６０年代大気中核実験の影響を利用した地球炭

素循環の探索（山大理）○関口博昭・櫻井敬

久・澤木勇一・松本匡史・郡司修一

【B会場】

一般講演（陸水）

（９：００～１０：００） 座長：松葉谷 治

２B０１ 新しい地下水総合連続観測システムの開発２―

観測結果―（東大院理地殻化学）○伊藤貴盛・

角森史昭・五十嵐丈二・野津憲治

２B０２ 乗鞍火山頂上付近における水質形成機構―多変

量解析法の応用―（１鹿児島大理・２東大新領域

創成科学研）〇穴澤活郎１・大森博雄２・坂元隼

雄１

２B０３ 河北潟における軽質炭化水素の挙動について

（富山大理）○清棲保弘・山本洋子

２B０４ Fluorescence characterization of freshwater

organic ligands for copper using immobilized

metal ion affinity choromatography and exci-

tation/emission matrix spectroscopy. (Ins.

Hydrospheric Atmospheric Sciences in Na-

goya University)○Fengchang WU

一般講演（陸水）

（１０：００～１１：１５） 座長：清棲保弘

２B０５ 沖縄島中部地域における陸水の化学組成に関す

る研究（琉球大理）○伊敷牧・渡久山章
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２B０６ 東濃鉱山周辺の地下水中のヘリウム同位体比

（核燃料サイクル開発機構・東濃地科学セン

ター）○森川徳敏・徐勝・岩月輝希

２B０７ 陽イオン交換と被圧地下水の水質進化について

―大阪平野北東地域を事例として―（筑波大地

球科学）○山中勝

２B０８ 地下水腐植物質と Am（Ⅲ）との錯形成に及ぼ

す pHの影響（１日本原子力研究所・２近畿大）

○長尾誠也１・中口譲２・小川弘道１

【C会場】

課題講演�（２１世紀に渡す地球化学の課題）
（８：４５～１２：００）

コンビーナー：松久幸敬・野津憲治・齋藤和男

２C０１ 局所分析から探る太陽系の起源（地調）木多紀

子

２C０２ （地球）化学者の目で見る地球内部（東大院理

地殻化学）○鍵裕之

２C０３ メルト包有物分析に基づくマグマの脱ガスモデ

ル―薩摩硫黄島火山を例として―（地調）○斎

藤元治

２C０４ ペルム紀末と白亜紀末の生物大量絶滅に関する

有機地球化学的研究（筑波大化学）○三田肇

２C０５ 地球大気化学研究のこれから（宇宙開発事業団

地球観測データ解析研究センター）○白井知子

２C０６ 海洋における物理・生物研究の統合の要として

の海洋化学（北大）○中塚武

２C０７ 地球温暖化ガスの分析化学と物質循環の理解

（三菱総研）○石川正道

【ポスター会場】

（コアタイム １３：００～１４：００）ポスターセッション

２P０１ ICP発光分光分析法による地質標準試料中硫

黄の定量（地調）○岡井貴司・寺島滋・今井登

２P０２ 新しい地下水総合連続観測システムの開発�―
システムの概要―（東大院理地殻化学）○角森

史昭・伊藤貴盛・五十嵐丈二・野津憲治

２P０３ 地殻化学実験施設の観測井の特性について○伊

藤貴盛・角森史昭・五十嵐丈二（東大院理地殻

化学）

２P０４ 土壌の酸中和能に対する植生変化の影響（東大

院総合文化）○森島知恵・松尾基之

２P０５ 水とモンモリロナイト表面との間の希土類元素

の分配―固液界面での存在状態との関係―（１広

大院理・２原研）多田あきさ１・○高橋嘉夫１・木

村貴海２・清水洋１

２P０６ 北西部北太平洋表層堆積物中脂肪酸分子の個別

放射性炭素年代決定（１海洋科学技術セ・２国立

環境研・３北大低温研・４筑波大）○内田昌男１，２・

柴田康行１・河村公隆３・熊本雄一郎１・米田穣２・

大串健一４・向井人史２・原田尚美１・田中敦２・廣

田正史２・日下部正志１・森田昌敏２

２P０７ 土器の発生年代と古環境（名大年代セ）○中村

俊夫・谷口康浩・辻誠一郎

２P０８ 宮城県鳴子温泉掘削口中の有機物に富んだ炭酸

塩スケールとその意義（東北大院理）○野田雅

一・掛川武

２P０９ 有馬高温含鉄強塩泉中の Euの正の異常につい

て―温泉水並びに湧出母岩の化学分析値からの

考察―（１兵庫県立衛生研・２甲南大理）○寺西

清１・辻治雄２・寺本匡志２・高田和亮２・茶山健

二２・磯村公郎１・矢野美穂１

２P１０ ハワイ諸島，ノースアーチ火山地域アルカリ

玄武岩類の４０Ar/３９Ar年代および地球科学（１地

調・２モンタレー湾水族館研・３海洋科学技術

センター）○宇都浩三１・可児智美１・D. A.

Clague２・石塚治１・仲二郎３

２P１１ 定期貨物船観測による北太平洋の海洋表層二

酸化炭素フラックスと生物生産（１国環研・２地

球人間環境フォーラム・３カナダ海洋科学研究

所・４米国海洋データセンター）○野尻幸宏１・

藤沼康実１・J. Zeng２・C. S. Wong３・P. Murphy４

２P１２ 北西太平洋セジメントトラップ２地点における

アルケノンの生産と沈降の季節変動（１地調・
２都立大・３関西総合環境センター）○山本正

伸１・奈良岡浩２・嶋本晶文３・福原達雄３・田中裕

一郎１・西村昭１

２P１３ 放射性核種，微化石，残留磁化等による海底マ

ンガンクラストの精密年代測定の試み（１地

調・２ニュージーランド地質核科学研・３日大・
４奈良教育大・５山大）○臼井朗１・イアン・グラ

ハム２・小林貴之３・西田史朗４・原田憲一５・牧野

浩美５・上嶋正人１・石塚治１

２P１４ サンゴ骨格中の Ca，Mg，Srの同位体希釈分析

（地調）○野原昌人・横田節哉・鈴木淳・川幡

穂高

２P１５ 定点 KNOTにおける海水中メタン濃度の季節

変動（１資環研・２JST・３環境研・４東工大・５北
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大）○鶴島修夫１・今井圭理２・野尻幸宏３・吉田

尚弘４・角皆潤５・渡辺修一５

２P１６ 中国海南島産サンゴ骨格中のMg/Ca比，Sr/Ca

比を用いた古海水温復元（北大院地球環境）○

山崎康介・島村道代・大場忠道・豊田和弘

２P１７ 現世海成生生物起源炭酸塩中に存在する硫黄の

同位体的研究（筑波大）○西村幸子・梶原良道

（講演中止）

２P１８ 溶液系でのヴァテライトの安定性とカルサイト

への転移に与える希土類元素の影響（１東京農

工大院連合農・２東大院理地殻化学・３東京農工

大農環境資源）○津野宏１・鍵裕之２・赤木右１，３

２P１９ 石炭に含まれる硫黄同位体比（１山大理・２地

調・３三菱マテリアル総研）○本山玲美１・柳澤

文孝１・鈴木祐一郎２・小島武３・金井豊２・川端明

子３・上田晃３

２P２０ 筑豊地方の炭坑湧水に含まれる Na２SO４の起源

（岩大農）○鎌田光仁・溝田智俊

２P２１ 広島，長崎で採取した堆積物に記録されていた

戦災の痕跡（１近畿大理工・２大阪市立大理）○

山崎秀夫１・小川喜弘１・合田四郎１・吉川周作２

２P２２ 環境指標としてのオナジマイマイに関する基礎

研究（東大院総合文化）○八十島光子・高野穆

一郎

２P２３ 岩石（安山岩）と異る酸性溶液との反応（東邦

大理）○吉池雄蔵・岡村忍

２P２４ 西オーストラリア，ピルバラブロックに産する

変質した始生代火成岩の起源（名大情報文化）

○杉谷健一郎

２P２５ 岩石試料からのHfの化学分離法の開発（東大

地震研）○立田理一郎・中井俊一

２P２６ 沖縄本島北部地域における岩石中のウラン比に

ついて（１琉球大理工・２琉球大機器分析セン

ター）○嘉手納恒１・棚原朗２・平良初男１

２P２７ 炭酸カルシウムの TL強度に及ぼす金属元素の

影響について（１琉球大機器分析センター・２琉

球大理）○棚原朗１・新里みゆき２・平良初男２

２P２８ 洞窟内堆積物表面の過剰 Pb―２１０について―そ

の３（１琉球大理・２琉球大機器分析センター）

○荷川取誠１・平良初男１・棚原朗２

２P２９ マルチトレーサー法による花崗岩間隙水中での

微量元素の拡散に関する研究（１広大院理・２理

研）江川智絵１・○高橋嘉夫１・榎本秀一２・蛭沼

利江子２・清水洋１

２P３０ 日本の上部島弧地殻におけるアンチモンと砒素

の濃度（１地調・２名大）○富樫茂子１・今井登１・

奥山康子１・田中剛２

２P３１ 豊羽 Ag−Pb−Zn鉱床南東域における熱水変質

岩の硫黄同位体化学（地調）○清水徹

２P３２ ナウマン象臼歯化石の AMS １４C年代（１名大院

理・２名大年代測定センター）○南雅代１・中村

俊夫２

２P３３ 東北中国の tholeiite,alkali basaltのオスミウ

ム同位体：プレート内マグマ活動に関する示唆

（京大院地熱研）○鈴木勝彦・柴田知之・巽好

幸

２P３４ 沈み込むスラブの脱水過程とオスミウムの挙

動：高温高圧実験と島弧火山岩のオスミウム同

位体組成（京大院地熱研）○鈴木勝彦・相澤義

高・巽好幸

２P３５ Broken Hill（オーストラリア）鉱床モリブデ

ナイトの高精度，高分解能レニウムーオスミウ

ム年代（１京大院地熱研・２オーストラリア地

調）○鈴木勝彦１・Roger, G. Skirrow２・巽好幸１

２P３６ JB―１a，JA―２，JP―１のオスミウム濃度と同位体

組成（京大院地熱研）○鈴木勝彦・巽好幸

２P３７ ２０００年有珠山噴火活動に伴う地下水位変化（北

海道地調）○柴田智郎・秋田藤夫

２P３８ 日本およびシベリア上空における二酸化炭素安

定同位体比のトレンド（１国立環境研・２航空技

研・３ロシア永久凍土研・４ロシア大気光学研）

○高橋善幸１・町田敏暢１・遠嶋康徳１・井上元１・

田丸卓２・矢澤健司２・N. Fedseev３・M. Panchenko４

・M. Arshinov４

２P３９ 海洋表層における Be―７，Be―１０の分布（日本大

学文理学部）○永井尚生・小林貴之・多田亘

２P４０ XAFSの多変量解析による地球化学試料の非破

壊状態分析（東大院総合）○久野章仁・松尾基

之・高野穆一郎

２P４１ 火山灰風化土壌中の微量元素の挙動（地調）○

上岡晃・関陽児・月村勝宏・金井豊・金沢康

夫・濱崎聡志・中嶋輝允

２P４２ 北極ポーラーサンライズ期のエアロゾル，雪中

の水溶性有機態炭素（１北大低温科研・２Mete-

orological Service of Canada）○成川正広１・

河村公隆１・S. −M. Li２・J. Bottenheim２（講演

中止）

２P４３ Stable carbon isotope ratios of fatty acids in
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marine aerosols from Chichijima Island,

western North Pacific : Implications for

source and atmospheric transport. (Inst. Low

Temperature Science, Hokkaido Univ.) Jia-

song Fang, Kimitaka Kawamura, Kouhei

Matsumoto

【C会場】

（１４：３０～１６：００） 総会

【C会場】

（１６：００～１７：３０） 授賞式・受賞講演

奨励賞 超微量の炭素同位体比測定による海底熱水・

冷湧水存在気体に関する研究（北大院理）○

角皆潤

学会賞 宇宙線生成核種を用いた地球外物質の宇宙線

照射史の研究（Space Sciences Laboratory,

Univ. California）○西泉邦彦

柴田賞 希ガス同位体比を用いた地球惑星科学の研究

○小嶋稔

ホテルオーヌマ

（１８：００～２０：００） 懇親会

第３日目（９月２７日）

【A会場】

一般講演（地球外物質）

（９：００～１０：３０） 座長：海老原充

３A０１ 塩素の同位体宇宙地球化学�（神戸大自然科
学）○中村昇・川嶋雅則・沼田雅彦・村田忠嗣

３A０２ HED母天体の形成史（極地研）○三澤啓司・

山口亮

３A０３ 神戸隕石の分化した希土類元素パターンについ

て（１神戸大自然科学・２神戸大理・３極地研・４地

球化学研）○廣田佑介１・中村昇１，２・尾上浩２・

三澤啓司３・山下勝行２・D. Wang４

３A０４ 始原的エイコンドライトの Sm−Nd同位体系

（１神戸大自然科学・２神戸大理）貴田恵美１・○

山田和弘１・中村昇１，２・コンドロシ・ガーボル１

３A０５ ユレイライト隕石希ガスの分別（１九大院理・
２東大院理）○高岡宣雄１・中村智樹１・岡崎隆

司１，２・長尾敬介２

３A０６ 隕石中有機物の化学的特徴による CMコンド

ライトの多様性（１都立大理・２地調・３筑波大化

学）○奈良岡浩１・古宮正利２・下山晃３

一般講演（地球外物質）

（１０：３０～１２：００） 座長：松田准一

３A０７ 地球上への ET−He fluxの見積もり○小嶋稔

３A０８ 原始太陽系における消滅核種 Cs―１３５の存在度

の見積もり（１広大理・２国立科学博物館）○太

田洋平１・日高洋１・米田成一２

３A０９ オーブライト隕石の希ガス同位体組成（１東大

地震研・２東大理地殻化学）○三浦弥生１・長尾

敬介２・岡崎隆司２

３A１０ マーチソン隕石（CM２）中のコンドリュール

の形状と化学組成（名大院理）○近藤正史・田

中剛

３A１１ コンドリュール中の始源的希ガス（１東大院

理・２九大院理）○岡崎隆司１・高岡宣雄２・中村

智樹２・長尾敬介１

３A１２ 炭素質コンドライト「狭山隕石」の希ガス同位

体分析―地球外物質としての証拠（１東大院理

地殻化学・２国立科学博物館）○海老澤紀子１・

大澤崇人１・岡崎隆司１・長尾敬介１・米田成一２

一般講演（地球外物質）

（１３：００～１４：３０） 座長：中村 昇

３A１３ 鉄隕石中におけるMn―５３の生成率について

（１都立大院理・２日大文理）○瀬戸口美奈１・大

浦泰嗣１・海老原充１・永井尚生２・本田雅健１，２

３A１４ コンドライトへの Re−Os年代決定法の適用

（１国立科学博物館・２都立大院）○尾嵜大真１・

米田成一１・海老原充２

３A１５ Cコンドライト中の CAIにおける，Bの同位

体測定（東大理地球惑星）〇酒造唯・杉浦直治

３A１６ アエンデ隕石中の Type−C CAIの酸素同位体

の分布（１東工大理工・２学習院大理）○伊藤元

雄１・長沢宏２・圦本尚義２

３A１７ Allende隕石の CAIに見られる Ba同位体比変

動（１広島大理・２国立科学博物館）○日高洋１・

米田成一２

３A１８ CAIの合成実験（学習院大理）○巻出健太郎

一般講演（地球外物質）

（１４：３０～１６：００） 座長：長尾敬介

３A１９ 南極隕石の１４C落下年代測定（１名大院理・２九大

院理・３名大年代測定センター）○南雅代１・高
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岡宣雄２・中村俊夫３

３A２０ 微量元素存在度から見たパラサイト隕石母天体

の進化（１都立大・２東大地震研）◯箕輪はる

か１・大浦泰嗣１・海老原充１・本田雅健１・三浦弥

生２

３A２１ High Precision Mg isotopic analysis using

multicolletor SIMS : Application to the chon-

drule Al−Mg system.（地調）○劉永忠・木多

紀子・森下祐一・富樫茂子

３A２２ 月表土の形成過程に関する年代学的研究（広島

大理）○渡辺真由子・日高洋

３A２３ オスミウム分析のための新しい地球化学試料分

解法の開発（東工大理地惑）○服部道成・平田

岳史

３A２４ Canyon Diablo鉄隕石中の Graphite Nodule

における窒素（阪大院理宇宙地球）○浅芽広一

郎・橋爪光・松本拓也・松田准一・ゲロ・ク

ラート

３A２５ 南極宇宙塵の赤外分光分析（東大地殻化学）○

大澤崇人・鍵裕之・長尾敬介

３A２６「狭山隕石」―日本に落下した新しい炭素質隕

石（１国立科博・２都立大院理・３理研・４岡山大固

体地球研究センター・５東大大院理）○米田成

一１・海老原充２・大浦泰嗣２・岡田昭彦３・日下部

実４・長尾敬介５・奈良岡浩２

３A２７ 神戸隕石の化学組成（１都立大院理・２国立科

博・３神戸大理）○大浦泰嗣１・海老原充１・米田

成一２・中村昇３

【B会場】

一般講演（大気・降水）

（９：００～１０：３０） 座長：向井人史

３B０１ 酸素・水素同位体比から見る植物内の水収支

（秋田大工学資源）○二木茂樹・松葉谷治・川

原谷浩

３B０２ 横浜で観測された酸性雨（１９９１年８月～２０００年

３月）（横浜国大教育人間科学）○村山治太

（講演中止）

３B０３ 石英中の不純物組成による大気浮遊粒子状物質

及び降水中黄砂粒子の識別（１山梨県環境科学

研・２科学技術振興事業団）○京谷智裕１，２・輿水

達司１

３B０４ 航空機による CO２と COの連続測定の結果につ

いて（気象研）○松枝秀和・澤庸介・井上久

幸・牧野行雄

３B０５ 土壌気相中の二酸化炭素の濃度・炭素同位体比

の通年観測（１名大院理地球惑星・２名大大気水

圏・３名大年代測定総合研究センター）○高橋

浩１・木平英一２・檜山哲哉２・中村俊夫３

３B０６ 環境試料中のアンモニア態および硝酸態窒素同

位体比の簡易・迅速測定法（電力中研）○坂田

昌弘

一般講演（大気・降水）

（１０：３０～１２：００） 座長：松枝秀和

３B０７ 安定同位体組成から考察した都市大気中一酸化

炭素の挙動と起源（１東工大院総合理工・２北大

院理・３科学技術振興事業団）○蜂須洋輔１・角

皆潤２，３・中川書子１，３・吉田尚弘１，３

３B０８ 成層圏における N２Oのアイソトポマーの時空

間分布（１東工大院総理工・２科学技術振興事業

団・３東北大院理・４宇宙科学研究所）○占部太

一郎１・豊田栄１，２・吉田尚弘１，２・中澤高清３・青木

周司３・本田秀之４

３B０９ 東シベリアにおける降水の安定同位体比と水蒸

気の起源（１京都大生態学研究センター・２北大

低温科学研）○杉本敦子１・内藤太輔１・石井吉

之２

３B１０ 都市大気中 PAHsの安定炭素同位体比―起源

推定への応用（１農工大農・２東京薬科大生命

科・３都立大院理）○奥田知明１・深沢博子１・川

野博美１・熊田英峰２・高田秀重１・奈良岡浩３

３B１１ 中国各地の大気中の硫黄と鉛同位体比の特徴

（１国環研・２中国科学院地球化学研究所）〇向

井人史１・田中敦１・藤井敏博１・曽毅強２

３B１２ 島根及び東京における大気・降水中の水銀濃度

（１電力中研・２島根大総合理工）○丸本幸治１・

坂田昌弘１・吉村友宏２・奥村稔２

一般講演（大気・降水）

（１３：００～１４：３０）座長：角皆潤

３B１３ 南極氷床表面における Na＋，Cl－，SO４２－およ

び NO３－の分布（１山大理・２極地研・３北大低温

研・４総合研究大学院大学）○鈴木利孝１・古川

晶雄２・松岡健一３・飯塚芳徳４・神山孝吉２・渡辺

興亜２

３B１４ 鹿児島市大気中水銀化学種の季節変動（鹿児島

大理）冨安卓滋・○江口真之・穴澤活郎・坂元

― 15 ―



隼雄

３B１５ 石垣島における降水の化学的特徴（１富山大理

工・２八重山商工高等学校）○佐竹宏介１・東田

盛善２・佐竹洋１

３B１６ 植物葉による微量有機化学物質（PAHs）の取

り込みと物質循環における役割（１株式会社東

京久栄・２東京農工大農）○深沢博子１・川野博

美２・高田秀重２

３B１７ 立山における一冬の積雪の同位体比と化学組成

（富山大理）○佐竹洋・岩佐幸司・川田邦夫

３B１８ 名古屋市における温室効果気体の都市固有変動

解析（名大院工応用化学）〇伊藤彰記・山田史

進・樋口卓也・千葉光一・原口紘き

一般講演（大気・降水）

（１４：３０～１６：００） 座長：鈴木利孝

３B１９ 成層圏大気中二酸化炭素の１４C濃度変動（名大

年代セ）○中村俊夫１・丹生越子１・中澤高清２・

青木周二２・本田秀之３・町田敏暢４

３B２０ 大気中ヨウ化メチルの濃度変動と海洋からの放

出機構（１国環研・２Atmospheric Environment

Service）○横内陽子１・野尻幸宏１・藤沼康実１・

Leonard A. Barrie２・Desiree Toom−Sauntry２

３B２１ N２Oの紫外光分解におけるアイソトポマー分

別の波長依存性（１東工大院総理工・２東工大

理・３科学技術振興事業団）○鈴木健史１・中山

裕介１・豊田栄１，３・吉田尚弘１，３・渋谷一彦２・辻和

秀２

３B２２ 海洋エアロゾル中のハロゲン化アルデヒドの同

定と大気化学的意味（北大低温研）○河村公

隆・今西克也

３B２３ 波照間・落石モニタリングステーションにおけ

る大気中の酸素／窒素比の変動（国立環境研究

所）○遠嶋康徳・町田敏暢・向井人史・野尻幸

宏・藤沼康実

３B２４ 大気中１４CO濃度測定手法の検討（名大学院工

学）○後藤晃彦・森泉純・飯田孝夫

３B２５ N２Oの紫外光分解におけるアイソトポマー分

別の波長依存性（１東工大総合理工・２東工大学

理・３科学技術振興事業団）○鈴木健史１・中山

祐介１・豊田栄１，３・吉田尚弘１，３・渋谷一彦２・辻和

秀２

【C会場】

課題講演
（海洋と地球―海洋化学と地球環境研究の
今後（その２））

（９：００～１２：００）

コンビーナー：益田晴恵・川端穂高・柳澤文孝

３C０１ 海洋低酸素事変と物質循環（北大院理）○蒲生

俊敬

３C０２ 海洋における元素の生物地球化学的循環（名大

大気水圏）○増澤敏行

３C０３ 海洋化学における時系列観測の意義と将来像

（国環研）○野尻幸宏

３C０４ 山形県におけるエアロゾルの化学組成と安定同

位体組成の季節変動（山大理）○柳澤文孝

３C０５ 海洋ガスハイドレートの環境インパクト（東大

院理地球惑星）○松本良・戸丸仁

３C０６ 海底熱水活動が海水に与えるインパクト（九大

院理）○石橋純一郎

３C０７ 海洋地殻中の海水の変質過程（大阪市立大理）

○益田晴恵

３C０８ 先カンブリア紀の海洋化学進化と変動要因（東

北大院理）○掛川武

一般講演（堆積物）

（１３：００～１４：３０） 座長：増澤敏行

３C０９ 鉄同位体分別機構解明の試み（東工大）○平田

岳史

３C１０ 堆積物コアのバイオマーカー分布から推測する

日本海過去八万年間の環境変化（北大院地球環

境）○中西貴宏・南川雅男

３C１１ バイカル湖の湖底堆積物コア（BDP９６＆９８）

中の有機成分による過去１０００万年間の地球環境

変動の推定（１大妻女大社情・２東邦大理・３東理

大理・４国環研）○松本源喜１・篠田朋子１・田島

美幸１・松原未亜１・高松信樹２・大矢巧３・竹村哲

雄３・河合崇欣４

３C１２ 太平洋深海堆積物の REE組成（名大院理地球

惑星）○武邊勝道・山本綱志・足立守

３C１３ 過去約１０万～２３万年前の間の氷期と間氷期にお

けるバイカル湖湖底堆積物中の脂質分子組成の

特徴について（１東海大海洋・２国環研）○下川

原誠１・西村弥亜１・河合崇欣２

３C１４ 古日本海堆積岩の地球化学的特徴と中期中新世

環境変動（慶応大理工）木村進一・○鹿園直

建・野原昌人
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３C１５ 中新世秋田県女川層ケロジェンの熱分解実験で

生成する n―アルカン，鎖状イソプレノイドの

安定炭素同位体組成（都立大院理）○大山晃

司・奈良岡浩・石渡良志

一般講演（堆積物）

（１４：３０～１６：３０） 座長：松本源喜

３C１６ バイカル湖底堆積物コア BDP９８中の植物プラ

ンクトン由来光合成色素の特徴変動（１国環

研・２静岡県立大）○相馬悠子１・田中敦１・相馬

光之２・河合崇欣１

３C１７ 鹿児島湾海底噴気孔周辺堆積物中の水銀の化学

形（１鹿児島大理・２鹿児島医・３海洋科学技術セ

ンター）○冨安卓滋１・坂元摩梨子１・安藤哲

夫２・橋本淳３・穴澤活郎１・坂元隼雄１

３C１８ 琵琶湖及び水月湖コア試料の化学分析から検出

された晩氷期の環境変動の復元（１北大院地球

環境・２国際日本文化研究センター）○篠塚良

嗣１・豊田和弘１・安田喜憲２

３C１９ 堆積物中のアルケノン組成による北部日本海の

古海洋環境復元（地調）○古宮正利

３C２０ オホーツク海における千年スケールの表層塩分

変動（１北大低温研・２北大院地球環境・３高知大

海洋コア研究センター）○池原実１・河村公

隆１・大場忠道２・村山雅史３・若土正暁１

３C２１ 四国地方に分布するジュラ紀及び白亜紀石灰岩

中の重金属元素含量（群馬大工）相沢省一

３C２２ 無機化学組成から見た過去４３万年間の琵琶湖堆

積環境の変遷（北大院地球環境）○豊田和弘・

篠塚良嗣

３C２３ 北西太平洋中緯度域の深海堆積物中のバイオ

マーカーおよび炭素・窒素安定位体比分析から

得られる海洋環境（１北大院地球環境・２海洋科

学技術センター）○天羽美紀１・南川雅男１・山

本浩文２

３C２４ 西グリーンランド堆積岩中の鉛・炭素・窒素同

位体組成（１広島大学理学部地球惑星システム

学科・２東京工業大学理学部地球惑星科学科）

○佐野有司１・寺田健太郎１・高畑直人１・小宮

剛２・上野陽一２

【D会場】

課題講演�（日本列島における初期人類文化の年代と
その背景解明への理化学的アプローチ）

（９：００～１２：００）

コンビーナー：豊田 新・早田 勉・齋藤和男

３D０１ 日本の前期・中期旧石器研究の現状と課題（東

北福祉大）○梶原洋

３D０２ 火山灰編年学からみた前・中期旧石器の層位と

年代（古環境研究所）○早田勉

３D０３ 植物珪酸体分析による竹笹類の植生変遷と氷期

―間氷期サイクル（古環境研究所）杉山真二

３D０４ 旧石器遺跡の磁気層序学的研究（富山大理地球

科学）○広岡公夫

３D０５ Glass−fission−track dating methods and

their application to tephra beds aasociated

with Early Palaeolithic sites at Talamori and

Kamitakamori, Japan. (1Univ. Toronto, 2Pa-

leoenviron. Res. Inst.) ○Westgate, J. A.1,

Sandhu, A. S.1, Preece, S. J. 1 and Soda, T.2

３D０６ 前期・中期旧石器遺跡の光ルミネッセンス年代

測定と課題（奈良教育大）○長友恒人

３D０７ 高森・上高森遺跡包含ローム層の光ルミネッセ

ンス法による年代測定の試み（都立大理）○塚

本すみ子・綿貫拓野・鈴木毅彦

３D０８ 考古時代を含む幅広い年代測定のための赤色域

も可能な自動ルミネッセンス測定システムの開

発（新潟大理）○橋本哲夫・中川貴博・高野雅

人・洪徳均

３D０９ Optically stimulated luminescence dating on

quartz using only one sample（新潟大理）○

洪徳均・橋本哲夫

課題講演�（日本列島における初期人類文化の年代と
その背景解明への理化学的アプローチ）

（１３：００～１７：００）

コンビーナー：豊田 新・早田 勉・齋藤和男

３D１０ 高森遺跡関連のテフラの ESR年代測定�―年
間線量率の評価―（岡山理科大）○多田弘樹

３D１１ 高森遺跡関連のテフラの ESR年代測定�―被
曝線量の評価と年代の算出―（１岡山理科大

理・２古環境研究所）○豊田新１・多田弘樹１・早

田勉２

３D１２ 上高森遺跡より出土した石器の被熱評価と年代

（１東大・２McMaster Univ・３大阪大・４金沢

大・５東北福祉大・６東北旧石器文化研究所）○

谷篤史１・Jens Bartoll２・池谷元伺３・小村和

久４・梶原洋５・藤村新一６・鎌田俊昭６・横山裕
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平６

３D１３ 第四紀火山岩類の K−Ar，４０Ar/３９Ar年代測定法

と人類学への応用の展望（地調）○宇都浩三・

松本哲一・石塚治

３D１４ 高精度１４C測定システムと鳥海神代杉の年代測

定（山大理）○澤木勇一・櫻井敬久・関口博

昭・松本匡史・遠藤勝弘・郡司修一）

【ポスター会場】

（コアタイム １２：００～１３：００）ポスターセッション

３P０１ 博多湾汽水域における腐植物質の分析（九大院

理）○西田典由・ダダウルドバラーラ・村江達

士

３P０２ 過去１０万～２３万年前の間の氷期と間氷期におけ

るバイカル湖湖底堆積物中の脂質分子組成の特

徴について（東海大海洋）○下川原誠

３P０３ バイカル湖底堆積物中の宇宙線生成核種ベリリ

ウム１０と他の環境指標元素との比較（１東大原

子力研究総合センター・２ロシア科学アカデ

ミー陸水学研究所・３東北大理・４名大年代測定

資料研究センター・５国環研）○堀内一穂１・

ユージン・ゴールドバーグ２・尾田武文３・中村

俊夫４・小林紘一１・松崎浩之１・河合崇欣５

３P０４ マリアナ前弧域にある蛇紋岩海山，コニカル海

山で得られた炭酸塩チムニーの炭素・酸素同位

体比，及び放射性炭素同位体（１静大・２静大・
３海洋科学技術センター）○加藤和浩１・和田秀

樹２・藤岡換太郎３

３P０５ ダービダイトシークエンスの地球化学的研究に

よる古海洋環境推測（慶応大理工応用化学）○

岩井修平・鹿園直建・木村進一・石原与四郎・

野原昌人

３P０６ 中国太湖堆積物及び近隣地区柱状土壌の安定同

位体分析（日大生物資源科学）◯吉成亮・片瀬

隆雄

３P０７ 山形市周辺地域の地球化学図（Ⅲ）（地調）○

今井登・岡井貴司・遠藤秀典・石井武政・田口

雄作・上岡晃

３P０８ 中国地方の地球化学図と元素分布の特徴につい

て（地調）今井登・寺島滋・岡井貴司・御子柴

真澄・金井豊・上岡晃・富樫茂子・松久幸敬

３P０９ バイカル湖南湖盆堆積物中の過去２万年にわた

る光合成色素の分布（静岡県立大環境科学研）

○栗原孝太・奈良郁子・谷幸則・相馬光之

３P１０ 塩水中のメタン／エタン混合ガスハイドレート

の相平衡条件（地調）○前川竜男

３P１１ ガスハイドレート生成にともなう水の同位体分

別の実験的研究（地調）○前川竜男

３P１２ 雨水中に含まれる風成塵の Sr同位体比の季節

変化（九大院理）○浜本礼子・柳哮

３P１３ 連続フロー質量分析法による一酸化炭素の炭

素・酸素安定同位体比定量法の開発その２：直

接導入法による測定（１北大院理・２東工大院総

合理工・３科学技術振興事業団）○角皆潤１，３・小

松大祐１・蒲生俊敬１・中川書子２，３

３P１４ 東アジア地域エアロゾル中の脂肪酸および低分

子ジカルボン酸の特徴（桐蔭横浜大工）○森永

茂生・鈴木茂礼・鈴木芳宗・松本桂一・矢島一

樹・渡会澄子

３P１５ 日本の湿性降下物に含まれる非海塩性硫酸イオ

ンの硫黄同位体比（１山大理・２三菱マテリアル

総研）○赤田尚史１・柳澤文孝１・川端明子２・上

田晃２

３P１６ 山形県下におけるエアロゾルの鉛―２１０変化（１地

調・２山大理）○金井豊１・柳澤文孝２

３P１７ 九州で採取した大気中硫黄酸化物，浮遊塵およ

び降下物の硫黄安定同位体比（１九州環境管理

協会・２九大院理・３九大院工付属環境システム

科学研究センター・４九州電力株式会社総合研

究所・５熊本大理）○川村秀久１，２・松岡信明１，３・

田脇紳次４・百島則幸５

３P１８ 春期の富士山麓及び甲府市における降水中溶存

成分の化学特性（１山梨県環境科学研究所・２科

学技術振興事業団）○京谷智裕１，２・輿水達司１

３P１９ 深海底スフェルール中の１０Beと２６Alの AMS測

定による起源の推定（東大原子力研究総合セン

ター）○松崎浩之

３P２０ 深海底堆積物および南極氷中から選別した磁性

球粒の物理的，化学的特徴（１日大文理・２都立

大院理）○小林貴之１・永井尚生１・海老原充２

３P２１ 神戸隕石：コンソーテイアム研究報告（１神戸

大理・２極地研・３シカゴ大エンリコフェルミ研

究所）中村昇１・小島秀康２・原村宏２・留岡和

重１・ロバート・クレイトン３・トシコ・マエダ３

３P２２ 衝突コンドライトの Rb−Sr同位体系の研究（１

神戸大自然科学・２神戸大理）○玉置美奈子１・

中村昇１，２・山下勝行２

３P２３ Y―８１０２０（CO３）コンドライト中のグロサイ
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トを含んだインクルージョンの不均一な酸素同

位体組成（東大）◯比屋根肇

３P２４ モルダバイト中の大きな気泡中の希ガス組成に

ついて（１阪大・２地調・３国立科学博物館）◯松

田准一１・松本拓也１・勢田明大１・土山明１・中島

善人２・米田成一３

３P２５ Ce−Nd−Sr同位体系から見た月物質の Ce異常

の起源の考察（名大院理）○谷水雅治・田中剛

３P２６ 西太平洋海底熱水系における堆積物全脂肪酸組

成とその分布（１筑波大地球科学・２地調）○山

中寿朗１・坂田将２

３P２７ pHセンサーによる海底熱水活動域の化学マッ

ピング（１電中研・２JAMSTEC・３RITE・４Me-

bius）○下島公紀１・許正憲２・小池裕一３・辺見

彰秀４

３P２８ 奥会津地熱地域・滝沢川層にみられる変質（地

調）○関陽児

３P２９ 酸・中性熱水から生じたシリカスケールに含ま

れる鉄の化学状態（１東工大総理工・２九大理・
３九大工・４東大総合文化）○宮崎あかね１・横山

拓史２・内田明子３・松尾基之４

３P３０ ハワイ，ロイヒ海山基底部における低温熱水活

動の地球化学的研究（１琉球大理・２琉球大理

工・３京都大原子炉・４地質調査所・５九大理・
６JAMSTEC・７ハワイ大）○大森保１・知念正

和２・荒木正隆２・高田實彌３・石塚治４・石橋純一

郎５・仲二郎６・A. Malahoff７

３P３１ 地層物質中の水質とウランについて（地調）○

金井豊・上岡晃・関陽児・金沢康夫・濱崎聡

志・月村勝宏・中嶋輝允

３P３２ 岩手県北部，大規模トンネル内の湧水の起源と

特徴について（１秋田大工学資源・２明治コンサ

ルタント株式会社）○川原谷浩１・三浦理司２・

松葉谷治１（講演中止）

３P３３ 恐山宇曽利湖堆積物中の脂質成分の分布（東大

院理地球惑星）○荻原成騎

３P３４ 陸ー湖沼系における有機物の水素・炭素同位体

比分布（都立大院理）○力石嘉人・内藤卓・奈

良岡浩

３P３５ 新潟・茨城・群馬の空気中のエタン・エチレ

ン・アセチレン（地調）○猪狩俊一郎

３P３６ 分取キャピラリーガスクロマトグラフィー

（PCGC）による分子レベル１４C年代測定の地

球化学的試料への応用（１北大低温研・２国環

研）○松本公平１・河村公隆１・内田昌男２・柴田

康行２

３P３７ 西部北太平洋及び西部熱帯太平洋海域における

海洋境界層内の低分子ジカルボン酸の分布（１科

学技術振興事業団・２北海道大学低温科学研究

所）○持田陸宏１・成川正広２・河村公隆２

３P３８ 西部北太平洋（父島）海洋エアロゾル中の低分

子ジカルボン酸の季節変動（北大学低温研）○

川端暁・河村公隆

３P３９ 愛知県中央部の地球化学図（名大院理）○三村

耕一・田中剛・川邊岩夫・山本鋼志・平原靖

大・浅原良浩・南雅代・高橋 浩・谷水雅治・

仙田量子・加地拓哉・近藤正史・倉田有里子・

柴田信之介・高間智宏・武邊勝道・田中万也・

森 康則・山下瑠佳・木村理恵・山下史哲・荒

尾泰輔・伊藤信和・犬塚吉博・織田周平・近藤

美貴子・林隆正・水谷朋子

３P４０ 海洋大気中における７Be，１０Beおよび２１０Pbの分

布（日大文理）○多田亘・永井尚生・小林貴之

３P４１ 海洋におけるチタンの挙動と平均滞留時間（北

大院地球環境）○乗木新一郎・澤田理栄子・小

池素子
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訃報：浜口 博 名誉会員

本学会名誉会員の浜口博博士は，平成１２年７月

１４日午後７時２分逝去されました。享年８５歳でし

た。御冥福をお祈り申し上げます。

浜口博博士は，昭和１２年東京帝国大学理学部化

学科を卒業後，秋田鉱山専門学校，第一高等学

校，東京文理科大学を経て，昭和２７年東京教育大

学教授となり，昭和３９年には東京大学に移られま

した。この間，地球化学，宇宙化学，放射化学，

分析化学の分野で多くの研究業績を残され，放射

化分析に関する研究で昭和６０年紫綬褒章を受章さ

れました。日本分析センターの設立に尽力され，

東京大学退官後は平成２年まで理事長として研

究，運営ならびに原子力行政に貢献されました。

浜口博博士は，本学会の前身である地球化学研

究会の創設時からの会員で，何期も委員（現在の

評議員）をつとめ，昭和４３～４６年には副会長，４７

～４８年会長を歴任しました。 （野津憲治会員）

２０００年度第１回「鳥居基金」

助成実施報告（TE―２２）

氏名：高橋 浩（名古屋大学大学院理学研究科）

助成：海外渡航（イスラエル）

課題：17th International Radiocarbon Conference

における論文発表

鳥居基金の援助を受け，17th International Radio-

carbon Conference（３年ごとに開催）に参加し，論

文発表を行いました。本会は６月１８日から２３日までエ

ルサレム近郊のホテルを会場にして開催されました。

会期中２１３の発表（口頭８５・ポスター１２８）があり，私

はModern Environmentのセッションで「Balance

and behavior of carbon dioxide at an urban forest in-

ferred from the isotopic and meteorological ap-

proaches」という題目での口頭発表を行いました。

本会は１４Cを用いた研究を報告するものですから，地

球化学以外にも，宇宙科学や考古学などの分野からの

研究報告も多くありました。私が発表したときには

セッションを開いている会場が２つしかなく，様々な

分野の研究者が聞きに来ており，大変緊張しました。

今回発表した研究は，都市森林における二酸化炭素

の収支と挙動について地球化学的な手法と気象学的な

手法の両者を統合して考察したものです。森林におけ

る二酸化炭素の濃度やδ１４C・δ１３Cの日変動観測から

二酸化炭素の発生起源を特定し，気象学的なデータか

ら求めた森林樹冠での二酸化炭素フラックスとの関連

から，森林の二酸化炭素が鉛直方向の混合と水平方向

の移流から受ける影響について議論しました。このう

ち同位体を用いて得た結果については，１９９９年度の地

球化学会年会において口頭発表を行っております。

発表後には何人かの研究者が個別にコンタクトを取

りに来て下さいました。わざわざ順番待ちをしてまで

質問をしたり意見を述べたりしてくれた方もいて，あ

やうく夕食を取り損ねるかと思うくらい長い時間の議

論をしました。また，発表中にちょっとだけ紹介した

事柄についても，意見を述べに来て下さる方もいまし

た。そのことについての議論をすることになるとは

思っていなかっただけに少し驚きましたが，大変有意

義な時間を過ごすことができました。本会の Proceed-

ingsは Radiocarbon誌に掲載されることになってお

り，現在は投稿原稿の査読作業に入っております。

会期中には，Weizmann Instituteへのラボツアが

あり，研究所のあるテルアビブまでは数１０キロも離れ

ているにもかかわらず，大型バス４台もの大人数が参

加しました。また，イスラエル国内の巡検があり，ユ

ダヤの砦跡の見学や砂漠での露頭観察などをしまし

た。その中でも参加者の最大の楽しみは「死海での浮

遊体験」だったと思います。（生まれてはじめて水に

浮いたと喜んでいる人もいました。）

国際学会における口頭発表を行ったことや，多くの

研究者と有意義な議論を行うなど大変意義深い学会参

加となりました。海外派遣を決定して下さった日本地

球化学会と関係各位に深く感謝しております。

提出日：２０００年７月１２日

２０００年度第１回日本地球化学会評議員会議事録

日時：２０００年２月１２日� １２：３０～１８：００

場所：東京大学山上会館００１会議室

出席者：松久幸敬会長，野津憲治副会長，石橋純一

郎，植松光夫，海老原充，蒲生俊敬，河村公

隆，日下部実，齋藤和男，坂田将，佐竹洋，

田中剛，富樫茂子，中井俊一，中山英一郎，

野崎義行，野尻幸宏，乗木新一郎，日高洋，

益田晴恵，松田准一，村江達士，吉田尚弘（以

上評議員）
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１．２０００～２００１年度評議員の追加委嘱：本会役員選出

細則第６条３項に定める会長委嘱の評議員として，

松田准一会員（GJ編集長），蒲生俊敬会員（地球

化学編集長）を承認した。

２．幹事会メンバーの承認：会長提案に基づき，下記

のとおり承認した（敬称略）。庶務：坂田将，会計：

海老原充，会員：植松光夫，行事：吉田尚弘，

ニュース：中井俊一，GJ編集：松田准一，地球化

学編集：蒲生俊敬

３．１９９９年度第４回評議員会議事録，及び２０００～２００１

年度評議員懇談会メモの承認

４．報告事項

４．１ 庶務・幹事会（坂田評議員）：【庶務一般】学術

刊行物を内容とする郵便物発行団体所在地の変更届

提出（１２／１４），「地球化学」Vol．３４の広告依頼（１／

１３），２０００年度学会事務センターとの契約締結（予

定）【文部省】平成１２年度科学研究費補助金「研究

成果公開促進費」（研究成果公開発表�）の計画調
書を提出（１２／１）【学術振興会】平成１２年度科学研

究費補助金「研究成果公開促進費」（学術定期刊行

物）の公募要領等説明会に出席（１０／８），平成１２年

度同補助金の計画調書を提出（１１／２５），平成１１年度

同補助金の事業計画変更承認申請書と実績報告書を

提出（１２／８），平成１１年度同補助金に係る代表者（会

長）名変更届を提出（１／１２），平成１１年度同補助金

の確定通知書を受理（２／９）【学術会議】会員候補者

及び推薦人の届出説明会に出席（１２／２），会員推薦

管理会へ代表者（会長）名変更届提出（１／１２）【幹

事会】２０００年２月５日１２：３０～１７：００に東京大学山

上会館２０３室にて開催。出席者：松久会長，野津副

会長，植松，海老原，蒲生，坂田，中井，松田，吉

田各幹事。第１回評議員会の議事内容について整

理。

４．２ 会計（中井評議員）：１９９９年度の決算の概略につ

いて説明があった。単年度で２８３．５万円の黒字。監

査を経た後に，次回評議員会で審議。

４．３ 編集

４．３．１ GJ・出版関係（松田評議員）：【GJ】Vol．３３

は年度内に出版終了で総ページ数（本文）４２８。１９９９

年は投稿数４３編，うち１２編受理，７編却下，残りは

審査中。２０００年１月３１日現在完成原稿１１編，審査中

２９編で順調。Vol．３４，No．１は論文６編で１００ペー

ジ，３月中に発送予定。Invited Reviewsを作った

ことに伴い，Information for Contributorsを修

正，Extended Insturctions to Authors（毎年

No．１に掲載）を作成。地学雑誌特集号「２１世紀の

地学関連雑誌を考える」に「Geochemical Journal

について」を寄稿。１９９７年の Impact Factorは

０．３５１。科研費（出版助成）を獲得する観点からも

Impact Factorを１．０まで上げたい。【出版関係】テ

ラ学術図書出版と GJ，地球化学の販売に関する契

約書（１９９８～２００２年度）と覚え書き（２０００年度）を

交わした（２／５）。来年の覚え書きでは，発行部数を

１，４３０から１，５００に改める。「地球化学」の売り上げ

最低額の算定式で６，０００円という単価が使われてい

るが，年間号数が２から４に変わったことが反映さ

れているか確認が必要。【電子出版】GJの電子出

版化に関する契約書（前期評議員会で審議済み）を

交わした。

４．３．２ 地球化学（蒲生評議員）：２０００年度発行の

Vol．３４，No．１まで赤木前編集委員長の編集によ

る。１９９９年の投稿原稿数は，特集号総説７，企画総

説２，総説５，受賞記念論文２，原著論文５。現在

受賞記念論文１，特集号総説５，原著論文１を審査

中。２０００～２００１年度編集委員会は，蒲生俊敬委員

長，赤木右，高田秀重，日高洋，川幡穂高，益田晴

恵，松枝秀和委員により構成。

４．３．３ ニュース（中井評議員）：No．１６０まで高橋和

也前幹事が担当し，「地球化学」Vol．３４，No．１と

一緒に３月中に発行予定。No．１６１は６月初め発行

予定で，５月連休明け頃に原稿締切。記事は年会関

連，第２回鳥居基金助成の募集，日産学術研究助成

の募集など。学会のホームページ関連は鍵裕之会員

が分担。

４．４ 行事

４．４．１ １９９９年度年会（松久会長）：１９９９年９月２９日～

１０月１日に工業技術院筑波研究センター共用講堂と

地質調査所において開催され，参加登録者４６７名，

講演数３０１。詳細はニュースに掲載予定。非会員の

講演の比率が高く（２８％），学会として今後検討が

必要。講演申込と要旨の間で講演タイトルや著者の

不一致が多かった。今回は実行委員会側でチェック

してプログラムを要旨に合わせた。【審議の結果，

今後の年会では著者からの要請がない限りこの作業

を行わないことを年会準備委員会への申し送り事項

とした】

４．４．２ ２０００年度年会（齋藤評議員）：期間は２０００年９

月２５日�～２７日�，山形大学キャンパスで開催の予
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定。課題討論として４テーマを検討中。

４．４．３ ２００１年度年会（吉田評議員）：関東圏私立大学

関係者に可能性を打診中で，６月の評議員会で確定

する。

４．４．４ ２００２年度年会（吉田評議員）：関東圏外の大学

より立候補があった。調整して来年度確定する。

４．４．５ ２０００年度地球惑星科学関連学会合同大会（吉

田評議員）：２０００年合同大会が２０００年６月２５日～２８

日国立オリンピック記念青少年総合センターにて開

催される。

４．４．６ WPGM２０００（吉田評議員）：２０００年６月２７日

から３０日まで国立オリンピック記念青少年総合セン

ターで開催。

４．４．７ Goldschmidt２０００（吉田評議員）：２０００年９月

３日から８日まで，オックスフォード大学で開催。

４．５ 会員（植松評議員）：会員全般に係ること（入退

会，会費請求，除籍等）は，今期から会員幹事の担

当とすることが幹事会で決まった。３年以上の会費

滞納者は６０名（うち５年以上２５名）。次回評議員会

までに会費滞納者の扱いのルール（原案）を作成す

る。滞納者には個々に会費督促を行うとともに，５

年以上の滞納者には除籍の警告も併せて行う。

４．６ 委員会

４．６．１ 学会賞受賞者選考委員会（日下部評議員）：柴

田賞（１件），学会賞（７件（６名）），奨励賞（４

件）の応募があった。

４．６．２ 鳥居基金委員会（代理：坂田評議員）：海外渡

航２件，国内研究集会１件の応募があった。

４．６．３ 地球化学書編集委員会（松久会長）：近く編集

委員に進行状況を確認する。

４．６．４ Geochemical Society対応委員会（松久会

長）：【Goldschmidt Conference日本開催につい

て】２００３年は IUGG札幌大会との関係からつくば

（地調）を挙げての体制が作りにくいこと，２００４年

ならばつくばで受け入れ可能との提案があり，２００３

年で他の開催地とする具体的提案が出なかったこと

から，２００４年につくば開催が適当との結論に達し

た。

４．６．４ 電子出版化検討委員会（松田評議員）：GJの

電子出版化に関する契約書を完成させた。CD−

ROM化の問題について今後検討する。

４．７ 学術会議

４．７．１ 地球化学・宇宙化学研連（野津副会長）：第１７

期第７回委員会（１９９９／１１／２９）が開かれた。平成１３

年度科研費補助金（学術振興会関係）の審査のスケ

ジュールが従来より２ヵ月早くなる。最近，当研連

や地球化学会と IAGCの関係が希薄になっている

との見方があり，役員推薦などによる密接な関係の

維持について意見交換された。

４．７．２ 海洋科学研連（伏見会員，代理：野崎評議

員）：海洋学会と地球化学会の両方から野崎評議員

が委員に推薦をされたため，地球化学会からは現業

の人を推薦して欲しいとの要請が田中委員長からあ

り，気象研の伏見克彦会員を推薦した。第１７期第６

回委員会（１９９９／１１／２９）では SCOR関係（日本の

分担金増額，２００２年に日本で総会を開催等）につい

て審議した。第７回委員会（２０００／２／５）では科研費

（学術振興会関係）の複合領域に審査員を出すこと

を決めた。

４．７．３ 陸水研連（赤木会員，代理：坂田評議員）：第

１７期第４回委員会（１９９９／１０／６）が開かれた。２００３

年 IUGG対応委員会を作った。地球化学会は研連

委員が対応委員を兼ねる。

４．７．４ 鉱物研連鉱床学専門委員会（千葉会員，代

理：日下部評議員）：第１７期第７回委員会（１９９９／１１

／１２）が開かれた。詳細は議事録のとおり。

４．７．５ 地球物理学研連惑星科学専門委員会（圦本会

員，代理：坂田評議員）：地物関連研連の統合化

等，地物研連の改革について意見交換があり，次回

の地球物理研連に提案書を提出することとした。

４．８ 連絡会等

４．８．１ 地球惑星科学関連学会連絡会（吉田評議員）：

２００１年の合同大会の運営に関して，従来の大学

LOCを探したが，引き受け手がない。このため２００１

年以降の運営について，連絡会の大谷会長が新たに

大学間 LOC方式＋業務委託を提案した。地球化学

会を含む多くの学会はこれに賛同したが，地震学会

と SGEPSSが反対し，対案として学会間 LOC案

を提案した。連絡会委員会で再度討議する。

４．８．２ 学校科目「地学」関連学会協議会（蒲生評議

員）：第２０回の会議が１９９９年１２月１５日に開かれた。

議題は「２１世紀の子供に伝えたい，地学のトピック

ス」など。

５．審議事項

５．１ 会員の異動

○入退会者の承認：１９９９年９月１日から１９９９年１２月

３１日までの入退会者を以下のとおり承認した（敬

称略）。

― 22 ―



【入会】１３名（うち学生７名）：

２１１１ TAYEL El Hasan Mu’tah University

２１１２S 天羽美紀 AMOU Miki

北海道大学大学院地球環境科学研究科

２１１３S 赤田尚史 AKATA Naofumi

山形大学大学院理工学研究科

２１１４S 山崎光浩 YAMAZAKI Mitsuhiro

東京工業大学大学院総合理工学研究科

２１１５S 三輪達也 MIWA Tatsuya

東京工業大学大学院総合理工学研究科

２１１６S 占部太一郎 URABE Taichiro

東京工業大学大学院総合理工学研究科

２１１７ 清水 徹 SHIMIZU Toru

地質調査所資源エネルギー地質部

２１１８ 米田 穣 YONEDA Minoru

国立環境研究所化学環境部

２１１９S 金山晋司 KANAYAMA Shinji

理化学研究所表面解析室

２１２０ OSAE Shiloh

Geological Survey Dept., Accra, Ghana

２１２１ 福田大輔 FUKUDA Daisuke

地熱エンジニアリング㈱

２１２３ 長井孝一 NAGAI Koichi

琉球大学理学部

２１２２S 成川正広 NARUKAWA Masahiro

北海道大学低温科学研究所

【退会】３名：川上紀，小坂知子（逝去），和田直子

この結果，１９９９年１２月３１日現在の会員数は以下の

通りとなった。

○シニア会員の承認：正会員からシニア正会員への

異動を以下の通り承認した。

【シニア正会員】１名：齋藤信房会員

５．２ 第１８期日本学術会議会員候補者，推薦人，推薦

人予備者の選出：地球化学会から届出る第１８期日本

学術会議の会員候補者として角皆静男会員を，推薦

人として野津憲治副会長と海老原充評議員を，推薦

人予備者として田中剛評議員を選出した。

５．３ 平成１３年度科学研究費審査委員候補者の選出：

投票の結果，以下の候補者を選出した（敬称略）。

なお推薦依頼が来た時点で，会長が有資格等の条件

を考慮して，候補者の中から本学会の推薦者を決め

ることを承認した。

【細目「地球化学」第１段審査委員候補者】（大気水

圏生物圏関係）河村公隆，野崎義行，増澤敏行，吉

田尚弘，益田晴恵，蒲生俊敬，植松光夫，乗木新一

郎，中山英一郎；（固体地球関係）松田准一，海老

原充，田中剛，野津憲治，日下部実，佐野有司，益

田晴恵，清水洋，齋藤和男

【分科「地球科学」第２段審査委員候補者】（大気水

圏生物圏関係）野崎義行，乗木新一郎，蒲生俊敬，

日下部実；（固体地球関係）田中剛，野津憲治，松

田准一，清水洋

５．４ Goldschmidt Conference日本開催準備委員会の

設立：２００４年 Goldschmidt Conference日本開催を

今年９月の Oxford大会において提案するために表

記委員会を設立することを承認した。続いて会長提

案に基づき，委員会委員を下記のとおり承認した

（敬称略）。松久幸敬（委員長），野津憲治，富樫茂

子，篠原宏志，野尻幸宏，河村公隆，野崎義行，圦

本尚義

５．５ 学会内各種委員会委員の承認：会長提案に基づ

き，委員会委員を下記のとおり承認した（敬称略）。

【名誉会員推薦委員会（２０００～２００１）】野津憲治（委

員長），坂田将，植松光夫，田中剛，石渡良志，高

岡宣雄

【将来計画委員会（２０００～２００１）】野津憲治（委員

長），植松光夫，海老原充，清水洋，田中剛，奈良

岡浩，益田晴恵

【電子出版検討委員会（２０００～２００１）】松田准一（委

員長），蒲生俊敬，坂田将，海老原充，大隅多加志

５．６ 学協会連合への対応

５．６．１ 地質科学関連学協会：地球化学会の目指す連

合化の方向（地質，地球物理，地球化学の３分野の

連合）に対し，同協会の目指す方向に偏りがあり，

設立時（今年３月）には参加しない。情報の提供を

依頼する。

５．６．２ 地理関連学協会：現時点では参加せず，情報

の提供を依頼する。

正会員（学生）（シニア）賛助会員 名誉会員 計 （在外）

１９９９年９月１日 １０３５（１２１） （７） １８ １２ １０６５ （４５）

入会 １３ （７） ０ １３ （１）

退会 ３ （０） （０） ０ ０ ３ （０）

変更 ０ （０） （０） ０ （２）

推挙 ０ ０ ０

除籍 ０ （０） （０） ０ ０ （０）

１９９９年１２月３１日 １０４５（１２８） （７） １８ １２ １０７５ （４８）
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５．６．３ 学校科目「地学」関連学会連絡協議会：地球

化学会の今期の委員を植松光夫評議員とすることを

承認した。

５．６．４ 地球惑星科学関連学会連絡会及び同合同大会

の運営：学校間 LOC案よりも学会間 LOC案を支

持するが，その選択においても学会の負担が大きく

なることは問題。地球化学会の代表を現在（３名）

より大幅に増やすことは困難。業者委託に伴う参加

費の値上げも１２，０００円程度までが限界。これらの意

見とともに，１９９８，１９９９年度 LOCをされている評

議員の意見を尊重し，３月１１日に開かれる連絡会委

員会で再度審議することとした。

５．７ 前期評議員会からの申し送り事項の検討（幹事

会の成文化，黒田基金，その他）

５．７．１ 幹事会の成文化：幹事会で原案を作り，評議

員会で提案する。会則の変更を伴う場合は，総会で

提案する。

５．７．２ 黒田基金の運営：将来計画委員会で検討す

る。

５．８ 次回以降の幹事会，評議員会の日程

６月１０日� 評議員会（東大山上会館）

９月１６日� 幹事会（東大山上会館）

９月２４日� 評議員会（山形大学）

地球化学・宇宙化学研究連絡委員会

（第１７期・第８回）議事録

日時：２０００年５月１８日� １３：３０～１６：５０

場所：日本学術会議第４部会議室（６階）

出席者：野津憲治委員長，青木謙一郎，日下部実，田

中剛，中村栄三，半田暢彦，松田准一，矢内

桂三 各委員

１．報告事項

� 学術会議関係（青木委員より）

２０００年２月１７日�に連合部会と第４部会がひら
かれた。

A．連合部会

�インターアカデミーパネル２０００年会議
（２０００．５．１５～１８に東京国際フォーラムで開

催）にかかるステートメント（案）等につい

て審議。

�第８回アジア学術会議（２０００．５．１３～１９に開
催）実施要領について検討。

�安全に関する緊急特別委員会の審議状況につ

いて検討。久米委員長から，委員会が取りま

とめた「安全学の構築に向けて」（案）が説

明された。

�教育・環境問題特別委員会の審議状況につい
て。和田委員長から審議修正案の説明があっ

た。「勧告』とするか「声明」とするかを検

討中。

�女性科学者の環境改善の推進特別委員会の審
議状況について。尾本委員長から審議経過と

二つのとりまとめについて説明があった。一

つは「展望」（案）とし，女性科学者の環境

改善に関して政府・大学などに対して行うも

の，他の一つは「声明」（案）とし，日本学

術会議の女性会員比率を高めるための内部努

力に関するものである。

�化学研究連絡委員会の審議状況について。大
滝会員（第４部）からアジア諸国の発展に貢

献するための「アジア化学・科学技術推進機

構」設立提案（要望）について説明があっ

た。

B．第４部会

�平成１２年度代表派遣会議及び代表派遣候補者
の推薦について。地質学・地理学グループか

ら，国際地質科学連合第１１回総会・評議会な

らびに第３１回万国地質会議に齋藤常正第４部

会員，国際地球化学・宇宙化学協会２０００年総

会に矢内桂三地球化学・宇宙化学研連委員，

第２９回国際地理学会議総会に榧根勇第４部会

員，国際地図学協会理事会に森田喬地図学研

連委員，国際地質科学連合第１１回総会ならび

に第３１回万国地質会議に西脇二一地質学研連

委員，補欠として松枝大治鉱物学研連委員

（補）が推薦された。

�科学研究費補助金の分科細目別対応研究連絡
委員会一覧表の修正について。分科「地球科

学」では地球物理学の３細目に電波科学研

連，細目「地質学」に地質研連と第四紀研

連，「層位・古生物学」に地質学，古生物学

と第四紀研連が加えられた。

�平成１４年度開催国際会議の共同主催申請につ
いて。１２件（内第四部関連１１件）の申請があ

り，８件を採択の予定。なお，地球科学関係

からの申請はなかった。

�国際対応委員会の改組について（申し合せ）
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の一部改正については，名称の変更（案）が

なされた。

�下記４件の対外報告が審議承認された。
・化学研連「アジア化学推進機構の設立につ

いて（要望）」

・地理学研連「環境問題についての地理学か

らの提言」

・第４部会「理学（基礎科学）研究の推進に

ついて」

・核科学総合研連「原子力の利用に伴う安全

確保の体制について」

� 地質科学総合研究連絡委員会（�との重複部分
を省略，野津委員より）

�第１７期７回：地質科学関連の科学研究費審査委
員について。既報のように，分科「地球科学」

の第２段審査委員の数が６名となり，各分野に

対する平成１２年度の割り当ては，地球物理学２

名，地質科学３名，地球化学１名とした。今年

度地質学に割り当てられた３名のうち１名は地

球物理学と地質科学で交替に使用するが，各細

目への申請・採択件数を見ながら配分を調整す

ることとした。なお，野津委員から科研費審査

委員の配分に関連して従来の申し合せや慣習の

引き継ぎの正確な履行が要望され，了解され

た。

�第１７期８回：地質科学関連学協会連合について
は，これまでに１４学協会から参加の申し込みが

あった。未回答２，参加見合わせ１（日本地球

化学会），オブザーバー参加（日本火山学会）。

運営は選出された執行部にゆだねるが，当分は

地質科学総合研究連絡委員会が協力することと

した。

� 第１７期研究連絡委員会・専門委員会の活動状況

に関するアンケートがあり，委員長が回答した。

そのなかで本委員会の開催数は８回，出席率は

７０％であるが，出席率に偏りがあることがわかっ

た。

� 平成１４年度科学研究費補助金に係る「時限付き

分科細目の設定」の検討依頼があったが，地球化

学・宇宙化学研連から新規設定の要望はない旨回

答した。

２．審議事項

� 平成１３年度科学研究費補助金の審査委員候補者

の推薦

�推薦依頼：本研連では細目「地球化学」の第１
段審査委員６名のうち，継続委員３名を除く３

名の２倍の６名の審査委員候補者の推薦依頼を

受け，昨年と同じ１８学協会のうち，日本地球化

学会には改選数の２倍の６名，それ以外の学協

会には各１名の審査委員候補者の推薦を依頼し

た。その結果，１４学協会から１９名の第１段審査

委員候補者の推薦を得た。なお，分科「地球科

学」の第２段審査委員候補は継続であるので，

学協会への推薦依頼は行わなかった。

�選考：日本地球化学会から推薦された候補者の
み，学会の推薦順位に従い，上位と下位に分け

た後，全候補者を分野 A（固体地球関係）と B

（大気・水圏・生物圏関係）に分け，上位３名

の候補者は従来の投票手続きに従って候補者を

選出した。下位３名の候補者は，分野 A，B別

に一括して選出した。選出にあたっては年齢や

同一の機関に片寄らないなど，審査委員候補者

の推薦に係る留意事項に従った。以上の結果選

ばれた第１段審査委員候補者６名に順位を付け

て推薦することとした。

� 科学研究費補助金の審査委員候補者の推薦方法

について

地球化学・宇宙化学研究連絡委員会は，細目

「地球化学」が設定されて以来，科学研究費審査

委員候補者推薦の任にあたってきた。その推薦候

補者が特定の学協会や分野に片寄ることの無いよ

う，関連１８学協会から推薦頂いた候補者の中から

本研究連絡委員会で検討の上，最終的に投票で候

補者を選び，第４常置委員会に推薦してきた。毎

年公正な審査がなされてきたと自負してはいるも

のの，一部には，毎年推薦するが，一度も委員に

なっていないとの声もあった。そこで各学協会に

対し，この選出方法についての意見を伺うアン

ケートを実施した。１８学協会の内，７学協会から

回答を頂き，それを基に意見を交換した。その

結果，これまで実際に審査委員として任命され

た方々は（公表されている平成５年度から１１年度

分まで，第１段，第２段も含めて）は９学協会か

ら推薦されており，地球化学会から推薦した候補

が実際の委員になっている割合いは４０％弱である

事から見て，この選考方法はうまく機能している

との認識が得られた。しかし，選考結果が広く知

られていないために，各学協会が憶測を抱いてい
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るのではと考えられた。これまでの選考方法は優

れた方法で，むしろその結果を広く宣伝すること

が重要との意見が大勢であった。

� 次期地球化学・宇宙化学研究連絡委員会の構成

第１８期研連委員は学術会議指名委員，学協会の

推薦委員に加え，地球物理学研連の宇宙惑星系及

び流体系にそれぞれ１名が割り当てられる予定で

あるが，地球物理学研連へ推薦を依頼する委員

は，いつも発令がおくれるので，その対応を議論

した。

その結果，今１７期の内に来１８期委員の推薦を依

頼することにした。

� その他

�設立準備がすすめられている総合地球環境学研
究所および，研究と教育への２極分化が企画さ

れている大気水圏科学研究所と地球化学・宇宙

化学の将来像について情報と意見を交換した。

�次回（第９回）委員会は８月３１日�１３時３０分か
らを予定。

日本学術会議鉱物学研究連絡委員会鉱床学

専門委員会（第１７期，第８回）議事録

日時：平成１２年３月６日� １５：３０～１７：００

場所：日本学術会議６階第７部会会議室

出席者：石渡明（書記）・上野宏共・島田允尭・千葉

仁・根建心具・松枝大治（委員長代行）・渡

辺洵

欠席者：島崎英彦（委員長）・溝田忠人（欠席者は書

面にてコメント）（五十音順）

本会議に先立って，１３：３０～１５：３０に鉱床学専門委

員会との合同会議が行われた。これについての報告は

省略する。

� 諸報告

直前の合同会議で報告されたので，省略。

� 対外報告の配布先について

今期の鉱床学専門委員会で作成し，既に刷り上って

いる対外報告をどこに配布すべきか議論した結果，以

下のような候補が挙がった。

ア．日本学術会議の関連研究連絡委員会の代表

イ．主要な政党の事務所，主な国会議員の事務所

ウ．資源素材学会など関連諸学会の事務局

エ．大学の理工系学部の学部長

オ．文部省・科学技術庁・資源エネルギー庁などの

役所

カ．経団連・銀行協会など

一部の委員から，今回の対外報告がエネルギー資源

に全く論及していないこと，「役に立つ学問」を強調

していて純粋科学としての重要性を軽視していること

などの反省が述べられた。

� 第１７期鉱床学専門委員会の活動内容について

ア．対外報告を作成し，既に印刷した。現在，上で

諮ったように配布準備中である。

イ．鉱床学関連研究者・院生名簿を作成すべきか否

か

これについては，従来型の名簿を作っても，既

に時流に合わず，あまり利用価値がないという否

定的意見が多かった。全国の鉱床学関連の教室に

リンクしたホームページを作成し，資源地質学会

や岩鉱学会のウェブサイトに載せたらどうかとい

う案が出て，松枝委員長代行がホームページ掲載

について学会に打診することになった。

ウ．日本学術会議の研究連絡委員会の統廃合

第１８期に行われる統廃合で，鉱床学専門委員会

やそれより小規模の専門委員会が，廃止のター

ゲットになる可能性が指摘された。これに関連す

る資料として，松枝委員長代行から，日本鉱業協

会・資源産業技術戦略策定委員会による「資源産

業技術戦略」という大きな報告書の一部のコピー

が配布された。これは３０年先の資源確保睨む具体

的な戦略であり，鉱床分野の「科学技術基本法」

というべきもので，これをよく勉強して，鉱床学

分野を活発化していく必要が強調された。

� その他

ア．科研費問題（鉱床分野の科研費申請件数を増や

そう）

イ．大学の独立行政法人化に向けての対応（現状報

告と意見交換）

ウ．鉱床学専門委員会自体の存在意義（踏み込んで

議論すべきという提案）

以上

日本学術会議 海洋科学研究連絡委員会

第１７期第８回議事録

日時：平成１２年４月３日� １３時３０分～１６時

場所：日本学術会議２階大会議室

出席者：田中，有賀，河村，関，谷口，角皆，友定，
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花輪，半田，伏見，松山（敬称略）

田中委員長の司会により，大要以下の議事がなされ

た。

１．前回の議事録（案）を承認した。

２．報告事項

１）委員長報告事項

・平成１３年度科学研究費補助金審査委員の推薦に

ついて

海洋科学研連が，科研費「複合領域 環境科

学（分科）環境保全（細目）」の関係研連となっ

たことにより，審査員一名の枠が確保された。

審査員の推薦を５月１９日までに行いたい。（審

議の結果，本来は本研連の各関係学会から推薦

を受けるべきであるが，時間の都合上，今回は

特例として研連主導で人選を行うこととし，日

本海洋学会会長（角皆委員）に推薦を依頼する

こととした。）

・SCOR/IGBP役員候補者の推薦について

今年１１月に開催される第２５回 SCOR総会に

おいて，役員（会長，副会長，事務局長）の改

選が行われるため，候補者の推薦依頼がきてい

る。（審議の結果，角皆委員を引き続き副会長

（２期目）として推薦することとした。）

２）各委員からの報告

・花輪委員から，平成３年に行った対外報告「わ

が国の海洋研究船の充実について」について，

その後の処理状況またはその影響・効果につい

て４月３日までに回答するよう要請があったこ

とが報告された。（花輪委員が用意した回答案

を基に審議を行い，出された意見を勘案してま

とめて回答することで花輪委員に一任すること

とした。）

３．審議事項（練習船問題および今後の活動方針につ

いて）

・河村委員から，第１７期研連の対外報告をまとめる

にあたって「海洋科学教育・研究のための船舶運

営機構に関する検討小委員会（河村委員長）」が

用意した検討資料「わが国の海洋教育・研究のた

めの船舶の運営機構に関する報告」，花輪メモ

「水産系大学・学部練習船の今後のあり方につい

て」，松山メモ「海洋科学・地球環境科学におけ

る船舶の位置」について説明があり，審議を行っ

た。花輪メモを骨子にして対外報告をまとめるこ

ととし，盛り込むべき観点等について議論した。

関連研連と共同で対外報告を行う場合には，第６

部及び４部の副会長の承認が必要なことから，次

回（６月２９日予定）の研連委員会でドラフトのま

とめを行い，第１８期委員会で対外報告として提出

できるよう準備することとした。

４．席上回覧資料

・海洋地質図（豊後水道南方表層堆積図，駿河湾海

底地質図）：地質調査所

・Turning to the Sea : America’s Ocean Future

５．次回（第９回）は，６月２９日� １３時３０分より日

本学術会議で行う。

以上

２００１年度「女性科学者に明るい未来をの会・

猿橋賞」の受賞候補者及び研究助成

候補者の推薦依頼について

「女性科学者に明るい未来をの会」（１９８０年創立）

は，自然科学の分野で，顕著な研究業績を収めた女性

科学者に，毎年，賞（猿橋賞）を贈呈してまいりまし

た。

１９９０年度からは，さらに，海外のシンポジウム等に

出席し，論文を発表する若手の女性研究者にたいし，

研究助成することにいたしました。

賞金と助成金は，本会を母体として新設された，公

益信託（１９９０年３月１３日文部省認可）「女性自然科学

者研究支援基金」（受託者登用信託銀行株式会社）か

ら支出されます。つきましては，下記の要領により受

賞候補者と研究助成候補者の推薦をお願いいたしま

す。

記

猿橋賞

本賞は自然科学の分野で，顕著な研究業績を収めた

女性科学者（ただし，下記の推薦締切日で５０歳未満）

に贈呈します。

１．本賞は賞状とし，副賞として賞金（３０万円）をそ

えます。

２．本賞の贈呈は１年１件（１名）です。

３．所定の用祇に受賞候補者の推薦対象となる研究題

目，推薦理由（４００字程度），略歴，主な業績リス

ト，主な論文別刷１０編程度を，本会事務所までお送

り下さい。

４．締切は２０００年１１月３０日（必着）。
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５．第２１回の賞贈呈式は，２００１年５月，東京において

行う予定です。

なお，最近３年間の猿橋賞受賞者は次の通りてす。

猿橋賞受賞者

第１８回（１９９８）千葉大学大学院自然科学研究科教授

西川恵子博士

「超臨界流体の研究」

第１９回（１９９９）東京医科大学助教授

持田澄子博士

「神経伝達物質の放出機構の研究」

第２０回（２０００）東京大学大学院農学生命科学研究科

助教授 中西友子博士

「植物における水及び微量元素の挙動」

研究助成

１．海外のシンボジウム等に出席し，論文を発表する

女性研究者に対し，研究助成をいたします。

２．助成金は１件１０万円とし，年に数件とします。

３．所定の用紙に推薦対象者（各締切日において満４０

歳未満）の略歴，研究業績，国際会議名（主催団体，

開催場所，年月日），発表論文題目，推薦理由を記

入して，本会事務所までお送りください。

締切は２０００年１１月末日と，２００１年４月末日の２回。

応募先：女性科学者に明るい未来をの会

〒１６６―０００２ 東京都杉並区高円寺北４―２９―２―２１７

Tel：０３―３３３０―２４５５（Fax兼用）

なお賞・助成とも，応募のための所定の用紙（推薦

書）が本学会（庶務幹事）にありますので下記宛にご

請求下さい。

坂田 将

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―３

工業技術院地質調査所地殻化学部

Tel：０２９８―６１―３７２０，Fax：０２９８―６１―３５３３

E−mail : ssakata@gsj.go.jp

平成１２年度（第２２回）沖縄研究奨励賞候補者

推薦依頼について（学会推薦）

�沖縄協会から，標記候補者の推薦依頼が当学会に
来ております。推薦（応募）要領を以下にご案内致し

ます。

１．目的

沖縄の地域振興及び学術振興に貢献する人材を発

掘し，育成することを目的としています。

２．表彰

受賞者には，奨励賞として本賞並びに副賞として

研究助成金５０万円を贈り表彰します。

３．対象・候補者

沖縄を対象とした将来性豊かな優れた研究（自然

科学，人文科学又は社会科学）を行っている新進研

究者（又はグループ）３名以内に贈ります。年齢５０

歳以下（平成１２年７月１５日現在）の方で，出身地及

び国籍は問いません。

４．推薦者：本学会の会長より推薦を行います。

５．推薦件数

当学会に対する推薦件数の制限はありません。

６．推薦（応募）手続き

所定の応募用紙を本学会庶務幹事（下記）にご請

求いただき，必要事項を記入の上，選考書類（研究

論文，研究業績目録等）とともに，庶務幹事宛にお

送り下さい。９月２０日�必着。
坂田 将

〒３０５―８５６７ つくば市東１―１―３

工業技術院地質調査所地殻化学部

Tel：０２９８―６１―３７２０，Fax：０２９８―６１―３５３３

E−mail : ssakata@gsj.go.jp

７．審査選考など

選考委員会（沖縄協会会長委嘱の委員から構成）

にて審査，決定します。受賞者記者発表は平成１２年

１２月１１日頃です。贈呈式は平成１３年１月１８日に，那

覇市内のパシフィックホテル沖縄で開催します。受

賞者には贈呈式の後，受賞記念講演を行っていただ

きます。

平成１３年度笹川科学研究助成の募集について

�日本科学協会から，標記助成募集の案内が学会に
来ております。募集要領の要点は以下のとおりです。

本助成は，若手研究者の育成並びにその研究助成を

目的とし，単年度（平成１３年４月１日から平成１４年２

月１０日まで）に成果をとりまとめられる研究課題に対

して１００万円を限度で助成を行います。対象領域は人

文科学，社会科学，および自然科学（医学を除く）で，

募集対象者は平成１３年４月１日現在３５歳以下の大学・

研究機関等の研究者，大学院生等です。募集締切は平
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成１２年１０月３１日�必着で，申請書を下記宛にお送り下
さい。

財団法人財団法人日本科学協会

〒１０５―０００１ 東京都港区虎ノ門１―１１―２

日本財団第２ビル３階

Tel：０３―３５０２―１９３１，Fax：０３―３５８０―８１５７

E−mail : LDG０１３６０＠nifty.ne.jp

http : //www.jss.or.jp

選考は笹川科学研究助成選考委員会により行われ，

助成金の決定は平成１３年４月中に通知します。募集要

領，申請手続きの詳細については，上記協会ホーム

ページをご参照下さい。

第４４回粘土科学討論会

主催：日本粘土学会

共催：日本地球化学会 ほか

会期：平成１２年１０月２日�，３日�，４日�（見学会）
会場：北海道大学学術交流会館

第１日目：９：００～１２：００ 口頭発表（２会場）

１３：００～１５：００ 特別講演

�Ⅰ 箕浦名知男（北海道大学総合博物館・助教授）

題目：化石で探る地球の歴史

�Ⅱ B. Theng（Manaaki Whenva−Landcare Re-

search, New Zealand）

題目：Research and developments in clay−or-

ganic composite materials

１５：３０～１７：３０ シンポジウム

「粘土・有機相互作用―生命の粘土鉱物起源説の検証」

１）橋爪秀夫（無機材研）

化学進化における粘土鉱物の役割

２）宇佐美久尚（信州大学・繊維）

粘土層間場を利用する光電子移動反応

３）島津省吾（千葉大・工）

粘土鉱物層間の化学修飾と分子認識触媒への応用

４）成田榮一（岩手大・工）

陰イオン性粘土と有機化合物の相互作用

第２日：９：００～１１：００ 口頭発表（２会場）

１１：００～１２：００ 総会

１３：００～１５：００ 口頭発表（２会場）

１５：００～１７：００ ポスター討論

参加登録料：会員（共催学会員を含む）２，０００円，学

生会員１，０００円，非会員３，０００円，講演

要旨集代３，０００円

懇親会：２日�シンポジウム終了後，北海道大学百年
記念館で開催。参加費：一般５，０００円，学生

３，０００円

見学会：４日�午前９時，北海道大学学術交流会館前
に集合。目的地：北海道大学学術交流会館前

集合→開拓記念の村見学→北海道開拓記念館

見学（各自食堂にて昼食）→北海道農材工業

㈱野幌セラミック工場見学→江別市セラミッ

クアートセンター見学→北海道立工業試験場

野幌分場見学→JR野幌駅解散（場合によっ

ては JR札幌駅解散）。参加費：一般５，０００

円，学生３，０００円程度

連絡先：北海道大学大学院理学研究科生物科学専攻

山岸晧彦

Tel：０１１―７０６―２７６９または０１１―７０６―３８１０，

Fax：０１１―７０６―４９０９

E−mail : yamagish@sci.hokudai.ac.jp

First Announcement

International Symposium on Isotopomers

(ISI2001)

Yokohama, Japan

24−27 July, 2001

Background : Isotopes have been used to trace ma-

terial cycles in the atmosphere, the oceans, the ter-

restrial environment and the biosphere. Researches

have been developing from single isotope analysis to

multi−isotope tracer analysis. Recent progress in

the site−specific analysis of isotopes in isotope−con-

taining molecular species such as organic molecule

analysis on site−specific NMR and pyrolysis IRMS,

theoretical considerations on ozone and nitrous ox-

ide very recently by several determining methods.

The term, isotopomer (isotope−containing mole-

cules), includes two aspects ; multi−isotopes and in-

tramolecular isotope distributions. Since the term,

isotopomer, is relatively new, so that it is accepted

in this Symposium as a widely defined term includ-

ing isotopes.

Objective : The focus of the Symposium is to ex-

change the latest scientific achievements in the
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measurement and analysis of isotopomers from the

studies of environmental changes to further applica-

tion in a variety of fields. The Symposium will call

for papers from a wide area of researches on isotope

−containing molecules with or without site−specific

information to achieve this objective as follows.

�Methodology innovations for isotopomers by

mass spectrometers with and without continu-

ous−flow modifications, tunable diode laser ab-

sorption spectrometers, FTIR, site−specific

NMR and others.

�Synthesis and maintenance of isotopomer stan-

dard materials and inter−laboratory calibra-

tions.

�Observations of isotopomer variations in the at-

mosphere, the oceans, the terrestrial environ-

ment and the biosphere.

�Theoretical considerations and simulation ex-

periments on the equilibrium and kinetic iso-

topomer effects of the important processes and

mechanisms.

�Estimates of the cycles of materials by data

simulation analysis and/or models.

�Further applications of isotopomers in the vari-

ous fields.

The papers to be presented at the Symposium will

be composed of invited papers, accepted oral and

poster papers. Participation by younger generations

of the isotope and/or isotopomer community, as well

as by newcomers to the community is especially en-

couraged in addition to more experienced research-

ers.

Japan Science and Technology Corporation organ-

ize this Symposium with co−organization of Inter-

national Atomic Energy Agency and some other po-

tential organizations which will be arranged in sec-

ond announcement. This symposium is closely re-

lated with a half−day session on isotopomers in

Third IAEA Conference on the Study of Environ-

mental Change Using Isotope Techniques, 23−27

April 2001, Vienna, Austria, which will be co−organ-

ized by JST.

Date, Venue, and Technical Tour : The Sympo-

sium will be held for 4d ays from 24 to 27 July

(Tuesday to Friday) in 2001. The venue for the Sym-

posium is Yokohama, 100m to the Yokohama port

facing to the Pacific, the historical place for opening

of the once and long closed Japan 100 years ago, one

of the main site of the 2002 world cup also, 1.5 hr di-

rect limousine from Narita Int’l Air Port, and 20 km

south of Tokyo down town. Pre−symposium techni-

cal tour is scheduled on 24 July for laboratories in

Yokohama Campus of Tokyo Institute of Technology

and some research labs will be involved.

Important dates of the Symposium : The tenta-

tive schedule of the Isotopomer Symposium is as fol-

lows (subject to change) :

May 2000 Distribution of the First Circular and

opening of a website in our url (http : //ny-

lab.chemenv.titech.ac.jp/ISI 2001/isi 2001.

html) for announcing the Isotopomer Sym-

posium (ISI2001).

August 2000 Distribution of the Second Circular

for providing Symposium information

(members of the program and local commit-

tees, sessions, deadlines for short and ex-

tended abstracts and manuscripts of the

proceedings, registration and hotel reserva-

tion forms, limited support of traveling ex-

penses, and so on) and updating of the web-

site.

January 2001 Deadline for submission of short ab-

stracts for the review process and early reg-

istration.

May 2001 Deadline for submission of extended ab-

stracts, hotel reservations and late regis-

tration.

June 2001 Final announcement of the Symposium.

July 2001 International Isotopomer Symposium,

submission of manuscripts of the proceed-

ings.

＊ We would appreciate it if you could send a copy of

the announcement to the scientists who might be in-

terested in the Symposium but have not received
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this announcement. Please let us know if you can

nominate potential contributors to the Symposium.

Reference :

Scientific contents of the Symposium

Naohiro Yoshida

Prof., PI of CREST Project on isotopomers, JST

Department of Environmental Science and Technol-

ogy

Interdisciplinary Graduate School of Science and

Engineering

Tokyo Institute of Technology

4259 Nagatsuta, Midori−ku, Yokohama 226−8502,

JAPAN

Phone＋81―45―924―5506 (office),

Fax＋81―45―924―5506

E−mail : nylab@chemenv.titech.ac.jp

URL : http : //nylab.chemenv.titech.ac.jp/ISI2001/isi

2001.html

Secretariat of the Symposium

Ms. Naomi Hori

Secretary to Dr. N. Yoshida at JST

Department of Environmental Science and Technol-

ogy

Interdisciplinary Graduate School of Science and

Engineering

Tokyo Institute of Technology

4259 Nagatsuta, Midori−ku, Yokohama 226−8502,

JAPAN

Phone＋81―45―924―5506 (office),

Fax＋81―45―924―5506

E−mail : nylab@chemenv.titech.ac.jp

Administration of the Symposium

Mr. Shigeo Sahto

General Manager

Kaya Environment Research Office

Japan Science and Technology Corporation

Tel＋81―3―5469―0502，Fax＋81―3―5469–0503

Email : ssahto@envr.crest.jst.go.jp

Reply Sheet : If you are interested in receiving fu-

ture circulars as they become available, please fill

out the form below and return it to the symposium

secretariat either by E−mail, Fax, or post. Your an-

swer, by 31 July 2000, on this matter will greatly

help us arrange this Symposium. We are looking

forward to hearing from you.

＊ Please complete in block letters.
＊ Please complete in block letters in English and in

Japanese, if you are Japanese.

Last Name :

English

Japanese

Middle Name :

English

Japanese

First Name :

English

Japanese

Title :

English

Japanese

Affiliation :

English

Japanese

Address :

English

Japanese

Phone :

Fax :

E−mail Address :

URL :

Should you have any inquiries, please do not hesi-

tate to contact either Dr. Naohiro Yoshida, Ms.

Naomi Hori, and Mr. Shigeo Sahto as secretary.
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林原フォーラム「水と地球と人間」のご案内

下記の要領で，地球温暖化と水・地球深部の水・水

と人間生活・気候と文明をテーマに，林原フォーラム

「水と地球と人間」を開催いたします。多数のご参加

をお待ちしております。

日時：平成１２年９月７�・８	・９�
会場：岡山国際交流センター

言語：専門部会（９月７・８日）は英語，一般講演（９

月９日）は日本語（英語講演には通訳がつきま

す）

９月７日�：「地球温暖化と水（Water and Global

Warming）」

世話人：小野有五（北海道大学）

R. Bradley, T. Mikami, J. Cole, V. Mark-

graft, Y. Tanimoto, E. Matsumoto, M.

Thamban, J. Overpeck, T. Yasunari,

Singvhi A. K, G. Zhengtang, H. Kitagawa,

Y. Inouchi, P. Dekker, Y. Onoなど

９月８日	：「地球深部の水（Water in Deep Earth）」

世話人：谷口真人（奈良教育大学）

Y. Tatsumi, K. Wang, A. Taira, M. Ki-

noshita, W. C. Burnett, W. M. Edmunds, J.

Shimada, M. M. Monnin, T. Gamo, K.L.

Damm, T. Naganuma, J. P., McKinley, U.

Tsunogai, H. Miyamoto, Y. Murakami, M.

Taniguchiなど

９月９日� 一般講演会

午前：「水と人間生活」，世話人：吉原徑太郎（北陸先

端科学技術大学院大学）

西 信行（分子科学研究所）：水の物理・化学

荒田洋治（機能水研究所）：水と生物

榧根 勇（愛知大学）：水と自然

午後：気候と文明，世話人：小野有五（北海道大学）

榧根 勇（愛知大学）：インダス文明の崩壊原

因は「聖河サラスブアテイー」の河道変化？

R. Bradley（マサチューセッツ工科大学）：地

球温暖化は氷期開始の引き金を引くか？

専門部会に参加ご希望の方は下記までご連絡くださ

い。

参加申し込みおよび問い合わせ先：

�林原共済会
Tel：０８６―２２４―４３１１，Fax：０８６―２２４―０９９７

E−mail : found@hayashibara.co.jp

http : //www.hayashibara.co.jp/index.html

文責：小野有五（北海道大学）・谷口真人（奈良教育

大学）

２１世紀に向けてのわが国古海洋学の展望

プレ第７回国際古海洋学会議（IPC７）

主催：日本学術会議第四紀研究連絡委員会

後援：日本第四紀学会・日本古生物学会・日本地質学

会・日本地球化学会・日本海洋学会

開催日時：平成１２年１１月６日� 午前１０時～午後５時

開催場所：日本学術会議大会議室

開催趣旨：古海洋学は，地球表層の環境変化を調べる

比較的新しい学問分野であるために，きわ

めて学際的で地球化学，海洋物理学，気候

モデリング，人類学，地質学，古生物学な

ど多岐にわたる。このために，既存の学会

活動だけでは古海洋学全体を俯瞰すること

が困難であり，各々の分野における最新の

研究成果を時々持ち寄って披露し合うこと

が不可欠である。第７回国際古海洋学会議

（IPC７）が日本学術会議の共同主催に

よって平成１３年９月１６日
から９月２２日�
まで札幌市メディアパークにおいて開催さ

れる予定である。本会議に先立ち日本開催

の意義を再確認することを目的として国内

シンポジウムを企画した。したがって，こ

のシンポジュウムは通常の研究発表シンポ

ジウムではなく，特定のテーマのもとに全

国的あるいは世界的規模で設定されている

プロジェクトの現状と研究成果を紹介する

ものである。

講演者：

・あいさつ―鎮西清高（前日本学術会議第４部幹事）

・経過説明―小泉 格（北大・院・教授）

・IPC７の準備状況―岡田尚武（北大・院・教授）

・IPC７のテーマと講演者プロフィール―高橋孝三

（九大・院・教授）

・統合深海掘削計画（IODP）―木下 肇（海洋科学
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技術センター・理事）

・IODP地球環境変動WG―多田隆治（東大・院・教

授）

・日本周辺での最近の海洋掘削結果―平 朝彦（東

大・海洋研・教授）

・COEオホーツク海の学際的研究―中塚 武（北

大・低温研・助教授）

・西赤道太平洋の暖水塊プール―川端穂高（地調・海

洋・主任研究官）

・南極アイスコア（ドーム富士）と気候史復元―渡辺

興亜（極地研・教授）

・まとめ―大場忠道（北大・院・教授）

世話人：鎮西清高・小泉 格・大場忠道

連絡先：小泉 格

Tel：０１１―７０６―２７３３，Fax：０１１―７４６―０３９４

E−mail : itaru@ep.sci.hokudai.ac.jp

２０００年度地球化学若手会のご案内

地球化学若手会は，地球化学研究に携わる全国の若

手研究者・学生が一同に会し，研究発表を行い，議論

し，親睦を深め，情報交換を行うことを目的に活動し

ています。

特に学生参加者の多いことが特徴です。今年度は，

ゲスト講演者による特別講演，参加者が研究報告を行

う一般講演（発表時間は自己申告），ショートタイム

（５分程度）の研究紹介を行う予定です。

日程：１１月３日	 １５：００ 受付開始

１１月５日
 昼食後解散

場所：培本塾会館

〒４２１―０４２２ 静岡県榛原郡榛原町静波１０８番地

Tel：０５４８―２２―０１３６

参加費：一般１２，０００円，学生９，０００円

（宿泊費・食費・交流会費を含む；学生への

旅費の援助を行う予定）

特別講演：滋賀県立大学環境科学部 中山英一郎先生

「海水中の微量元素のコンタミネーションと闘って

２０年」

静岡大学理学部 鈴木 款先生

「２１世紀の海洋化学を考える」

協賛：静岡県資源環境技術研究会

より多くの方のご参加をお待ちしております。

参加の申し込み，お問い合わせ先（申し込み締め切り

は１０月２０日）：

杉山裕子 姫路工業大学環境人間学部

〒６７０―００９２ 兵庫県姫路市新在家本町１―１―１２

Tel：０７９２―９２―１５１５，Fax：０７９２―９３―５７１０

E−mail : sugiyama@hept.himeji−tech.ac.jp

石川義朗 �環境科学技術研究所
環境シミュレーション研究部

〒０３９―３２１２

青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字家の前１―７

Tel：０１７５―７１―１４０９，Fax：０１７５―７１―１４０１

E−mail : ishisim@ies.or.jp

第２３回極域気水圏シンポジウムのお知らせ

南極域では，大気―雪氷―海洋圏における環境変動

機構の解明を目的として，物質循環や氷床変動システ

ムに関わる集中的観測と，微量気体成分・エアロゾル

や氷床氷縁の変動を観測するための長期的モニタリン

グが実施されています。

また，国内では「氷床ドーム深層掘削観測計画」に

より得られた深さ２，５００mまでの氷床コアの解析が進

み，南極深層コア研究も新たなステージを迎えようと

しています。

一方，北極域ではスバールバル，グリーンランド，

カナダ，シベリア等多地域において，大気，雪氷，海

洋に関する多岐にわたる観測が行われています。

特に本年３～４月には，スバールバルにおいて航空

機と地上を同期させた大気の集中観測が行われまし

た。

これらの諸観測から得られた資試料や衛星データ等

の解析結果はもとより，南北両極・寒冷域を主な対象

とした大気科学，雪氷学，海洋学等に関する研究成

果，研究展望などを議論するシンポジウムを開催いた

します。

広く研究発表を受け付けておりますので，ふるって

御参加下さい。

日時：平成１２年１１月２９日�・３０日�
会場：国立極地研究所講堂

発表申込締め切り：平成１２年９月３０日� 必着

連絡先：国立極地研究所

東久美子（気水圏シンポジウム係）

岡崎美紀
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〒１７３―８５１５ 東京都板橋区加賀１―９―１０

Tel：０３―３９６２―３２７５or０３―３９６２―７１２５，

Fax：０３―３９６２―５７１９

Email : icesamp@pmg.nipr.ac.jp

第７回地下水・土壌汚染と

その防止対策に関する研究集会

日時：２０００年１２月１２日�・１３日�
９：００～１７：００（予定）

場所：北海道大学学術交流会館（札幌市北区北８条西

５丁目）

主催：�日本水環境学会，日本地下水学会，�土壌環
境センター

後援（予定）：環境庁，厚生省，北海道，�環境科学
会，�地下水技術協会，�地盤工学会，�
土木学会，�日本化学会，日本環境化学
会，�日本水道協会，日本地球化学会，�
日本農芸化学会�本薬学会，日本陸水学
会，廃棄物学会，SCOPE−JAPAN

発表分野：地下水・土壌汚染の実態・原因・経路に関

する調査・検討，汚染物質移動の解析・観

測，汚染の移動機構，汚染の防止対策・修

復技術・観測例・修復評価，汚染の影響評

価，産業系排水の管理と地下水・土壌汚

染，放射性物質による汚染，地質・土壌に

起因する自然汚染など

参加費：６，０００円

懇親会：２０００年１２月１２日� １８：３０～（予定）

（会場）京王プラザホテル札幌

（札幌市中央区北５条西７丁目）

（会費）６，０００円

（人数）約１５０名

申し込み方法：下記郵便局口座に研究集会のみ参加の

方は６，０００円，研究集会，懇親会参加の方は１２，０００円

を振込後，別紙申込用紙にご記入の上，振込控えのコ

ピーを貼付して事務局宛に Faxでお申し込み下さ

い。ご入金を確認後，研究集会参加証，懇親会参加証

を送付いたします。

口座番号：００１２０―０―５３８０９２

口座名義：地下水・土壌研究集会

申し込み・問い合せ先：

第７回地下水・土壌汚染とその防止対策に関する研

究集会事務局

〒１０８―００１４ 東京都港区芝４―４―５三田 KMビル５階

�土壌環境センター 保賀，岡田

Tel：０３―３４５２―２５９３，Fax：０３―３４５２―２８３２

E−mail : syuukai@gepc.or.jp

北海道大学低温科学研究所

寒冷海洋圏部門助手公募

１．公募人員：助手１名

２．所属：低温科学研究所寒冷海洋圏部門

３．研究内容：大気中の有機化合物の起源および変質

過程を化学的手法（観測および実験）により研究す

る方を希望します。当研究所は寒冷圏および低温条

件下における科学現象の基礎と応用の研究を目的と

する全国共同利用の研究所であり，その中で当該部

門は寒冷海洋域が地球全体の気候システムにおいて

果たしている役割の研究を中心課題としています。

当研究所の化学関係のスタッフとしては，海洋環境

グループに河村公隆（教授）及び中塚武（助教授）

が在籍しています。詳細は低温科学研究所のホーム

ページの組織，研究者一覧を参照して下さい（http :

//www.lowtem.hokudai.ac.jp/home.html）。着任後

は，大学院地球環境科学研究科・大気海洋圏環境科

学専攻の研究指導（補助）を担当していただく予定

です。

４．応募資格：博士の学位を有する者又はそれに準ず

る能力があると認められる者

５．着任時期：決定後なるべく早い時期

６．提出書類：

� 履歴書（連絡先，大学入学以降の学歴，研究・

教育歴，学位，受賞歴など）

� 主な研究歴

� 研究業績リスト

� 主要論文別刷り５編以内（研究業績リストに○

印）

� これまでの研究概要（２，０００字程度）

� これからの研究展望（２，０００字程度）

� 応募者についての意見を聞ける人２名の氏名と

連絡先

７．公募締切：平成１２年１０月２日� 必着

８．書類提出先：

〒０６０―０８１９ 札幌市北区北１９条西８丁目

北海道大学低温科学研究所長 本堂武夫

９．問い合わせ先：

北海道大学低温科学研究所 教授 河村公隆

Tel：０１１―７０６―５４５７，Fax：０１１―７０６―７１４２
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１０．その他：封筒の表に「寒冷海洋圏科学部門助手応

募書類」と朱書し，書留でお送り下さい。

大阪市立大学理学部地球学教室

教員公募について

表記公募の案内が参りましたのでお知らせいたしま

す。

記

１．採用職名・人員：教授 １名

２．資 格：博士の学位を有し，大学院博士課程で

の研究指導ができる方

３．募集分野：地球物質学Ⅱ（岩石学）分野

島孤・海溝系における諸現象（火成作用・変成作

用など）を野外調査に重点をおき，岩体・岩石レベ

ルで研究し，その一般的発達過程の考察をめざす

人。教育面では岩石学・岩石学実習・変成地質学・

火成地質学・地球学演習・地質調査法および同実

習・野外実習・地球学実験などの研究領域に関係の

深い学部・大学院の専門科目および全学共通科目の

一部を担当できる人。

４．必要書類

� 履歴書

� 論文・著書のリストおよび最近５年間の学会発

表リスト

� 論文の別刷りあるいはコピー

� 研究・教育に関するこれまでの経過と今後の抱

負（２，０００字以内）

� 推薦状を添付してもよい

� 本人の照会可能な人（２名まで）の名前・所

属・連絡先を添付してもよい

５．締 切：平成１２年１０月１６日（必着）

６．採用予定：平成１３年４月１日の予定

７．宛 先：

〒５５８―８５８５ 大阪市住吉区杉本３―３―１３８

大阪市立大学理学部地球学教室

教室主任 熊井久雄 宛

（注） 封筒の表に「応募書類在中」の旨を表記し，

「書留」で郵送のこと。

８．選考方法：当教室所定の手続により，地球学教室

教室会議が選考し，理学部人事審査委員会で審査

し，理学部教授会で決定します。

９．結 果：平成１３年１月下旬に本人のみ通知しま

す。他の方々には応募書類を返却します。

１０．問い合わせ：Tel ０６―６６０５―２５８９（教室主任）

書 評

「レオロジーと地球科学」

（唐戸俊一郎著，東京大学出版会，￥３，８００）

１９７０年代にプレートテクトニクス理論が確立し，地

表付近の物質の運動と移動については，概略が説明で

きるようになった。地球科学に携わる研究者の興味

は，地球のもっと深部における物質の運動・移動へと

移っていった。この本には，プレートテクトニクス理

論確立後，１９８０年代から現在に至るその後の展開が，

主として地球物理学の立場から興味深く描かれてい

る。特に，固体地球内に存在する水が地球の内部の物

性を大きく支配しており，太陽系の中で地球をユニー

クなものとしているということが繰り返し書かれてい

ることが印象深かった。

地球深部の新たな情報をもたらしたのは，主とし

て，地震トモグラフィーなどに代表される高精度地震

学と技術的発展に目を見張るもののある高温高圧下で

の実験鉱物学である。これに惑星探査機によってもた

らされた他の地球型惑星の構造とテクトニクスに関す

る知見を加えられている。この同じ期間に，地球化学

の立場からも地球深部に対する多くの情報が得られて

いるのだが，地球化学の進展については最小限の記述

にとどまっている。

�地球の層構造と構成物質 �プレートの形成：部
分溶融と水の役割 �地震波トモグラフィーとマント
ル対流 �マントルの物質循環とレオロジー �深発
地震の発生メカニズム �核のダイナミクス �比較
惑星学と惑星物質のレオロジーの７つの章からなる。

ミクロの物質科学とマクロの地球科学を有機的に解説

し，現在めざましく発展している境界領域科学として

の地球ダイナミクスのおもしろさを知ってもらいたい

という著者の願いから，この分野の勉強・研究に必要

な技術的な記述は本文と分けて付録にまとめ，あまり

細かなことに捕らわれずに大筋が追えるように工夫さ

れている。

この分野に関する私のまとまった知識は Brown

and Mussett著“TheInaccessible Earth”という教

科書（この教科書は地球物理，地球科学，実験鉱物

学，元素合成理論などを総合した良い教科書であった

が，出版社の倒産で絶版になった）に基づくもので

あって，１９８０年代末くらいまでの知見である。今回読

んだ本は，Brown and Mussettの書き終えたあとの
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この分野の発展をカバーしており，私にとっては読ん

で楽しい本であった。

ただ，読んで楽しむためにはある程度の基礎知識が

必要ということは言えそうで，地球物理学の基礎のな

い学生には少し難しいかも知れない。

ところどころに，リングウッドなど著者が接した著

名な研究者のプロフィールがコラムとして載ってお

り，これも楽しかった。

齋藤和男（山形大学地球環境学科 教授）
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皆様の情報・原稿をお待ちしています。地球化学に関連した研究集会，シンポジウムの案内，人材募集，

書評，研究機関の紹介など何でも結構です。編集の都合上，電子メール，フロッピー（マックもしくは Dos

/Vいずれでも結構です）での原稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の

発行は２０００年１１月上旬頃を予定しています。ニュース原稿は１０月中旬までにお送りいただくよう，お願いい

たします。また，ホームページに関するご意見もお寄せください。

編集担当者

中井俊一

〒１１３―００３２ 東京都文京区弥生１―１―１

東京大学地震研究所

Tel：０３―５８４１―５６９８，Fax：０３―５８０２―３３９１，

E−mail : snakai@eri.u−tokyo.ac.jp

鍵 裕之

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科附属地殻化学実験施設

ニュースへ記事やご意見をお寄せください
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